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州
人
権
条
約
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富
条
項
と

ー
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人
権
裁
判
所
の
統
制
を
中
心
に
ー
ー

「
評
価
の
余
地
」

西

は
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め
に
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0
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の
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評
価
の
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地
」
の
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開
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裁
判
所
の
「
十
全
な
普
勝
権
」

2

裁
判
請
の
補
完
的
修
制

E

骨

aa百
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裁
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回

は
じ
め
に

邸調自ら2号

法
の
実
効
性
の
確
保
は
、
菌
際
法
学
に
お
い
て
、
た
び
た
び
関
わ
れ
て
き
た
。
固
際
社
会
に
集
権
的
な
執
行
機
関
が
存
在
し
な
い
以

上
、
実
括
性
は
、
国
家
に
よ
る
法
の
自
発
的
遵
守
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
人
権
条
約
に
も
当
て
は
ま
る
。
多
く
の
条
約
に
は
園
内
的
救
語
原
則
が
挿
入
さ
れ
、
条
約
の
実
施
は
、
一
次
的

に
締
約
固
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
人
権
条
約
で
は
、
締
約
国
に
よ
る
条
約
の
遵
守
を
国
際
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
人
権
条
約
機
関
の
権
限
は
、
締
約
聞
の
同
意
に
依
存
し
て
き
た
。
ま
た
、
条
約
機
闘
が
聖
高
機
能

し
か
持
た
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
国
襟
人
権
保
障
の
手
続
の
実
効
性
の
問
題
が
語
ら
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
理
解
す

れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

2志緯

と
こ
ろ
で
、
人
権
条
約
の
締
約
園
は
、
千
般
国
際
法
や
条
約
に
基
づ
い
て
条
約
規
定
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
菌
内
的

実
施
に
お
い
て
条
屈
の
定
め
る
一
定
の
場
合
に
条
約
の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
公
共
の
利
益
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
制

(
Z
一

角
非
常
事
態
仁
お
け
る
固
家
緊
急
権
の
発
動
に
よ
る
宮
6
官
冨
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
と
り
わ
け
締
約
固
に

よ
っ
て
濫
周
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
条
約
義
務
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
、
つ
ね
に
緊
張
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

人
権
条
約
機
関
は
、
い
か
な
る
対
応
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
条
約
基
準
の
実
効
性
の
確
保
が
試
み
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
白

学法戸神

「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
(
欧
州
人
権
条
約
。

以
下
主
と
し
て
条
約
と
寺
内
向
山
す
る
)
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
欧
州
人
権
裁
判
討
(
以
下
、
裁
判
所
と
表
記
す
る
)
に
よ
る
司
法
的
統

劇
を
取
り
あ
げ
た
い
と
哩

t
阿
条
約
の
実
施
措
置
の
主
要
な
特
徴
は
、
裁
割
所
が
締
約
固
に
対
し
て
法
的
拘
束
力
の
あ
る
決
定
を
下

す
こ
と
で
あ
り
‘
裁
判
所
は
、
人
権
保
障
の
実
効
性
を
商
め
る
試
み
を
自
覚
的
に
待
っ
て
き
た
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
裁

わ
れ
わ
れ
低
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
一
つ
の
素
材
と
し
て
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判
所
の
実
行
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
「
野
価
の
余
地
」
百
品
回
Q
R

身
曽

E
E
g
r
昌
司

M
w
q週
E
E
C
-
)
を
中
心
に
倹
射
し
た

E
 
ぃ
。
「
好
個
の
余
地
」
は
、
名
義
的
な
概
念
で
一
あ
り
、
そ
の
射
程
や
機
能
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
用
絡
は
、
条
約
に
明
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
原
則
と
し
百
条
約
の
実
極
過
程
を
通
じ
て
独
自
に
発
展
し
、
今
日
定
着
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
条
約
の
具
体
的

実
施
に
つ
い
て
締
約
園
は
、
一
定
の
裁
量
権
を
有
す
る
が
、
他
方
で
締
約
国
の
執
っ
た
措
慢
と
条
約
と
の
適
合
性
に
つ
い
て
、
条

一&

約
機
関
は
、
最
終
的
な
判
断
権
を
有
す
る
」
と
定
義
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
れ
は
、
も
と
も
と
条
約
一
五
条
の

aEm豊
富
条

項
に
関
す
る
条
約
機
関
の
実
行
か
ら
生
じ
、
後
に
、
他
の
実
体
規
定
に
適
用
が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
各
々
の
条
文
に
お
い

て
、
こ
の
慨
念
か
果
た
す
役
割
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
と
恩
わ
れ
、
ま
ず
関
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

個
々
の
規
定
に
対
す
る
「
評
価
の
余
地
」
に
よ
る
換
型
所
の
統
制
の
各
々
の
中
身
や
限
界
で
あ
る
。
こ
の
実
配
的
な
作
業
を
経
な
け
れ

ば
、
こ
の
概
念
の
金
体
像
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
手
始
め
と
し
て
、
条
約
の

eg官
房
旨
条
項
に
対
す
る
裁
判
所
の
統
制
を
「
評
価
の
余
地
」
を
中
心
に
分
析
す

る
こ
と
を
主
な
自
的
と
す
る
。
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
補
完
位
の
原
則
が
基
本
原
則
と
言
わ
れ
る
が
、
条

約
-
五
条
に
お
い
て
、
こ
の
原
則
が
ど
の
よ
う
に
貫
か
れ
る
の
か
、

M
V
者
集
の
基
本
的
な
視
点
と
な
る
ロ

以
下
、
ま
ず
、
ー
で
は
、
-
九
七

0
年
代
末
ま
で
の
裁
判
所
の
判
例
法
に
お
け
る
「
評
価
の
余
地
」
の
展
開
を
概
観
し
、
裁
判
所
の

管
幽
轄
権
お
よ
び
統
制
の
基
本
的
性
絡
を
検
討
す
る
。
次
に

E
で
は
、
締
約
固
に
よ
る
条
約
の

eg宮
EE条
項
の
発
動
に
対
す
る
裁

判
所
の
統
制
の
実
態
を
分
析
し
、
最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
提
2

示
し
た
い
。
な
お
、
判
例
は
条
約
の
第
-
-
議
定
書
の
発
効
に
よ

っ
て
、
現
在
の
人
権
設
判
訴
が
情
動
を
開
始
す
る
九
八
年
二
月
一
臼
以
前
の
も
の
に
限
定
す
る
。

出

1 
) 

安
藤
仁
介
「
国
際
人
権
保
障
の
展
開
と
問
題
点
」
「
周
囲
際
法
外
交
維
持
誌
』
九
人
巻
一
二
合
併
号
(
一
九
九
丸
年
)
二
八
l
士
三
頁
、

置
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2 

骨
白
電
車
5
5
と
は
、
条
約
規
定
の
適
用
の
一
時
的
な
停
止
で
あ
り
、
「
適
用
停
止
」
」
と
い
う
訳
語
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
で
は
、

音

dZι
置
の
訳
語
正
し
て
、
「
免
脱
」
(
宮
崎
教
授
て
「
効
力
停
止
」
(
芹
園
教
授
等
て
あ
る
い
は
「
擁
脱
」
〔
薬
師
寺
教
授
〉
と
い

っ
た
訳
扇
が
こ
れ
ま
で
当
て
ら
れ
て
き
た
が
援
近
で
ほ
原
語
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
こ
と
i

も
多
い
た
め
、
本
棋
で
も
そ
れ
に
倣
っ
た
。

「
市
民
的
裏
ぴ
政
治
的
櫓
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」
(
自
由
権
規
約
〉
四
条
一
項
の

eg司
E
R
政
府
釈
で
は
「
也
温
度
す
る
」

な
お
と
副
航
さ
れ
て
い
る
。

3 4 

「
評
価
の
余
地
」
と
い
、
立
板
商
は
、
芹
園
教
授
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
。

の
研
究
と
し
て
、
芹
困
健
太
郎
「
ヨ
l
ロ
?
パ
人
権
委
員
会
の
橋
動
と
そ
の
性
格
(
下
)
l人
権
の
園
際
的
保
障
と
困
家
主
絡
の
問
題
を

め
ぐ
っ
て

l
」
(
以
下
、
人
権
委
員
会
除
文
)
『
日
培
学
前
提
』
七
九
巻
三
号
〈
一
九
六
六
年
)
丸
丸
一

O
一
一
貝
、
北
村
泰
さ
「
ヨ
J
ロ
ァ

パ
人
格
条
約
と
国
家
の
教
量

I
評
価
の
余
地
に
関
す
る
人
権
裁
判
所
判
例
を
契
織
と
し
て
」
「
法
学
新
報
』
八
八
巻
七
八
号
士
九

八
一
年
)
一
一
一
五
-
丸
孟
買
、
江
島
晶
子
「
ヨ
ロ
ッ
パ
人
続
裁
判
訴
に
お
け
る
「
膏
価
の
余
地
』
酒
屋
鎗
の
新
た
な
発
展
七
『
明
治
大
学
大

学
院
紀
要
』
二
九
集
〈
一
九
九
二
年
)
五
亙

l七
三
頁
、
中
井
伊
都
子
「
私
人
に
よ
る
人
権
侵
害
へ
の
国
家
の
義
替
の
拡
犬
l
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
条
約
の
解
釈
を
め
〈
っ
て
!
(
二
)
完
」
『
法
学
諭
業
』
一
四
一
審
三
号
二
九
九
七
年
)
三
九
l
四
三
百
円
、
参
照
1

他
の
人
権
条
約
俊
聞
や
国
際
裁
剰
訴
の
管
理
行
に
お
い
て
、
「
野
価
の
余
地
」
も
し
〈
ほ
そ
れ
に
類
似
し
ア
属
商
が
飼
い
ら
れ
た
例
が
な

「
野
価
の
余
地
」
に
関
し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

い
わ
け
で
は
な
い
。

人
権
条
約
の
中
で
は
ま
ず
、

「
市
底
的
及
び
政
治
的
権
利
に
陶
す
る
圃
際
規
約
の
選
択
議
定
書
」
(
自
由
権
規
約
第
一
選
択
議
定
書
)

「
肝
殖
の
余
地
」
仁
煩
似
す
る
隠
語
M
V
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
権
規
約
一
九
条
の
表
現
の
自
由
に
関
す
る
一
九
七
九
年
の
智
昆
』
他
対
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
事
件
に
お
い

て
、
同
委
員
会
は
、
「
普
遍
的
に
適
用
さ
れ
る
公
の
道
徳
の
共
通
の
基
準
は
存
在
せ
ず
こ
の
点
に
閉
し
て
一
定
の
裁
量
の
余
地
(
開

a
g
-
-
E告
-
a
a担

as)が
寅
径
の
あ
る
国
家
当
局
に
付
与
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た

a
z
c
zア
U
S
Eぜ
声

の
も
と
で
の
個
人
通
報
に
関
す
る
規
約
人
権
委
民
会
の
初
期
の
実
存
に
お
い
て
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5 

Z

F

荒
牧
重
人
「
通
報

Z
P
Z
5」
国
際
人
権
規
約
調
訳
編
集
委
員
会
得
『
国
際
人
権
規
約
先
例
集
i
規
約
人
権
委
員
ム
語
道

決
定
集
第
一
集

1
』
家
信
堂
(
一
九
八
人
年
)
二

O
九
貫
。
他
方
「
人
権
に
関
す
る
米
州
条
約
」
(
米
州
人
懐
柔
釣
)
の
も
と
で
設
立

さ
れ
f釆
州
人
権
裁
判
所
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
憲
法
の
帰
化
規
定
の
修
主
祭
に
関
す
る
八
四
年
の
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
「
園
祷
の
取
得

の
要
件
の
設
定
、
並
び
に
、
こ
れ
ら
の
要
件
が
守
ち
れ
た
か
否
か
の
決
定
民
つ
い
て
は
、
国
家
仁
留
保
さ
れ
る
評
価
の
余
地

(
E
闘
を
回
。
向

者

百

話

5)
に
十
分
に
留
量
す
る
」
ル
述
べ
た
。
切

a
E
E
q
e宮
首
弘
、
主
富
良
言

s
z
z
s
号

き

E

E

Z

F

忍匂

ga
久
号
、
急
停
a
a
u
g
E
B亘
書
泊
、

F
E
拘

z

z

。。。
γ
金
宏
色
遣
回
目

E
q
這
宏
官
出

FOMF
自
慢
旨

Z
F
B
国
百
翼
諸

』

S
申
書

Pき
』
3
2凶
作
〈

ohurzoNIゐ
4
3盆
「
喧
コ
凶

ま
た
、
安
量
保
障
の
分
野
で
は
、
岡
ユ
l
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
園
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
九
六
年
の
1
2
b膏
事
件
上
訴
審
の
中
間
判
決
(
管

幡
権
)
で
阿
裁
判
所
上
訴
裁
判
舗
は
、
閏
速
の
安
金
保
障
理
事
会
が
園
違
憲
章
一
=
九
条
の
も
と
で
、
「
平
和
に
対
す
る
脅
威
」
、
「
平

和
の
礁
綾
」
ま

f
d
「
侵
略
停
為
」
の
認
定
を
行
っ
た
後
こ
の
よ
う
一
な
事
態
へ
の
対
厄
を
決
定
す
る
際
に
広
汎
な
務
量
の
余
地

z
z
e

自
国
刷
回
。
向
島
民
肩
書
固
)
争
有
す
る
と
途
ぺ
た

J
8
0
E巴
2
8
6属
官
雪
君
"
富

2
8
雪

E
E
Z
S歪
叫
左
宮

M
a
g
M富
島

E
E

司
恋
、

E
R
E
:
p氏
前
G
討

E6p

。EZ
P
司

定

L
B吋
N
C
o
a民
話
】
温

u
y
Z
B
F
2
F
昌
岳
Z
E
E
Z震
調
書
若

宮
署

t
aヨ
A
〈
n
L

】a
Z
6
】
?
戸
室
va
署
ら
お
ふ
お

こ
こ
で
、
条
約
機
閣
と
は
旧
欧
州
人
格
量
判
前
な
ら
び
に
阻
欧
州
人
権
委
員
会
(
以
下
、
委
員
会
と
表
琵
す
る
)
を
摘
す
。
九
八
年

一
一
月
一
目
条
約
第
二
議
定
書
の
発
効
に
よ
り
、
委
貝
会
は
、
廃
止
さ
れ
強
制
釣
笹
縁
権
を
持
つ
新
た
な
欧
州
人
権
裁
判
所
に
続

合
き
れ
た
。

一
九
七

0
年
代
末
ま
で
の
「
開
価
の
余
地
」
の
展
開



出

こ
ζ
で
は
、
裁
判
所
の
判
例
町
田
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
十
全
な
管
帽
権
」
お
よ
び
補
完
的
紗
耐
と
い
う
二
つ
の
原
則
を
中
心
に

し
て
、
七

oe代
末
ま
で
の
「
評
価
の
余
地
」
に
よ
る
裁
判
所
の
統
制
を
概
観
す
る
。
こ
の
二
つ
の
原
則
は
、
裁
判
所
の
統
制
を
特
徴

づ
け
る
基
本
原
則
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
評
価
の
余
地
」
を
銭
判
所
の
統
制
を
中
心
に
し
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
審
釜
基
準
が
時

期
区
分
の
基
逗
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
仁
、
七
口
牢
代
末
以
降
、
条
文
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
訴
は
、
審
査
基
語
の
追
加
に
よ
り
締
約

国
の
「
評
価
の
ふ
同
地
」
を
狭
め
、
一
見
し
て
介
入
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
展
開
の
も
と
で
、
こ
の
二
つ
の
原
則
が
ど
の

よ
う
に
し
て
貫
か
れ
る
の
か
は
、
実
体
観
量
ご
と
に
別
途
倹
征
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩
わ
れ
日
。
こ
の
こ
と
が
判
例
の
展
開
を
七

0

年
代
末
で
区
切
る
理
幽
で
あ
る
。

駒巻2号箆雑

薮
判
所
の
「
I
T
全
な
管
嵯
権
」

「
評
価
の
余
地
」
に
よ
る
我
判
所
の
優
終
的
な
判
断
権
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
の
か
。

ζ
の
問
題
に
闘
し
て
、
裁
判
所
の
事

項
的
管
結
権
に
関
す
る
条
約
旧
四
五
条
は
「
裁
判
所
の
管
絡
は
、
締
約
国
又
は
委
員
会
が
第
酒
八
条
に
従
っ
て
付
託
す
る
こ
の
条
約

の
解
釈
及
ぴ
適
用
に
関
す
る
す
ぺ
て
の
事
作
に
及
ぶ
」
と
定
め
、
さ
ら
に
、
町
四
九
条
は
、
裁
判
所
の
管
轄
の
有
無
に
争
い
が
あ
る
場

E
 

舎
に
は
義
制
訴
が
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。

こ
の
事
項
釣
管
鰭
権
の
規
定
は
、
-
見
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
園
瞭
貌
判
所
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ

る
が
、
裁
判
所
の
判
例
法
で
は
、
旧
四
五
条
は
、
裁
判
所
の
「
+
金
な
管
箱
権
」

(Be--ご
E
E
-
a
s
a
同官M
法晶庶恥畠白包a価
骨
』
旨
匡
呈
包

P骨b

物喜語つ

3てい
Zると
iされ
&
日
。
そ

Zれで
Eは、
こ
の

E宇
十
主
金
な
喜
管
霊
」

Eとは
Eど、主:一つ己つ己い、量量一味
Eな2の2か。
一
元
九
七
主
一
正
年
去
の
宮
宝

F
宮5混

お
よ
ぴ
〈
自
当
対
ベ
ル
ギ
l
事
件
判
決
(
弓
「
浮
浪
者
」
事
件
〕
に
お
い
て
、
裁
判
記
訴m
は
次
の
よ
う
う
一
に
述
ベ
た
。

「一

E
、
事
件
が
適
正
に
裁
判
所
に
付
註
さ
れ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
十
全
な
管
轄
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
事
件

学法戸神



欧州A種条約色町働側条項とf評価の余刷一人櫨畿判所の統制を中心仁一

白一

の
審
理
中
に
生
じ
る
事
実
及
び
法
の
す
べ
て
の
問
題
を
審
理
で
き
る
」
。

周
知
の
よ
う
に
、
裁
判
所
の
管
穂
梅
は
、
条
約
旧
四
六
条
の
選
択
条
項
に
よ
り
、
当
初
は
繍
約
固
に
よ
る
管
特
権
の
任
意
的
な
考
書

E
 

に
盆
毒
づ
き
、
そ
の
隈
り
で
‘
国
家
の
意
思
に
依
存
し
て
い
た
q

し
か
し
、
選
択
条
項
の
も
と
で
締
約
巨
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
管
職
が
認

め
ら
れ
れ
ば
、
裁
判
所
の
管
特
権
は
裁
判
所
へ
の
付
託
手
続
を
定
め
た
旧
囚
七
条
(
自
訴
期
限
)
k旧
国
人
粂
(
裁
判
爾
の
当
務
者
)

の
諸
条
件
を
充
た
し
た
、
条
約
の
解
釈
お
よ
び
適
用
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
及
ぶ
の
で
あ
語
。
実
証
函
で
は
、
裁
判
訴
は
、
付
託

き
れ
た
「
合
軍
売
を
法
的
に
自
由
に
性
格
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
ら
必
要
と
見
な
し
、
ま
た
、
職
権
上
必
要
な
ら
ば
、
条
約
及

び
議
定
書
全
体
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ら
を
霊
す
司
令
権
能
を
有
す
る

7
た
だ
し
、
裁
需
の
管
曜
の
行

Z、
原
則
と
し
て
、
許

容
位
互
昆
虫
E
i
q
2
2住
戸
出
席
)
仁
関
す
る
委
員
会
の
決
定
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
叫
。
さ
ら
に
、

個
人
申
立
の
場
合
、
「
被
害
者
」
の
み
が
委
員
会
へ
申
立
を
管
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
裁
判
所
は
申
立
人
の
請
求
を
離
れ

29 

て
、
圏
内
法
と
条
約
と
の
整
合
性
を
抽
象
的
に

F
S
Z脅
さ
)
審
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
ご
の
「
十
全
な
管
値
有
権
」
は
、
裁
判
所
の
判
例
法
の
十
分
に
確
立
し
た
原
則
と
言
わ
れ
時
。
。

E
宮
守
彦
豊
富
国
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
十
全
な
管
緒
豊
に
基
づ
く
裁
判
所
の
機
能
は
、
芸
能
な
も
の
」

(E〈
S
E
)
と
性
格
づ

け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
締
約
固
に
よ
る
圏
内
管
職
権
や
国
家
主
権
の
抗
弁
は
、
裁
判
訴
に
は
提
起
さ
れ
な
ヅ
園
内
管
特
権
の
抗
弁

が
原
則
と
し
て
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
な
い
ζ
し
と
は
、
議
判
所
の
初
期
の
実
行
で
も
毘
め
ら
れ
て
い
た
。
六
七
年
の
「
ベ
ル
ギ
ー
言
語
事

件
」
先
決
的
抗
弁
判
決
に
お
い
て
ベ
ル
ギ
ー
政
府
は
言
語
や
敬
育
立
法
の
問
題
は
ベ
ル
ギ
ー
法
秩
序
仁
留
保
さ
れ
た
領
域
で
あ
っ

て
本
件
で
は
、
裁
判
所
の
管
稽
権
の
行
使
に
は
内
在
的
制
約
が
あ
る
、
と
主
耳
慣
し
泊
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
し
て
、

全
員
一
致
で
こ
の
抗
弁
を
斥
け
た
。

「
粂
約
及
ぴ
識
定
書
は
、
通
常
締
約
国
の
圏
内
一
法
秩
序
の
も
と
に
あ
る
事
項
に
関
連
し
て
お
り
締
約
国
が
そ
の
管
首
相
下
の
人
と
の

凋
係
で
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
定
の
層
際
基
準
を
定
め
る
こ
と
を
主
要
な
罰
的
と
す
る
国
際
文
密
で
あ
る
(
条
約

7
車
。

，~ 



国

本
件
は
、
そ
れ
ら
の
文
書
(
条
約
及
ぴ
畿
定
苧
生
者
)
の
解
釈
及
ぴ
適
用
に
関
連
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
数
判
所
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
園
内
管
轄
権
の
観
念
に
基
づ
く
繍
求
を
、
裁
判
婦
の
権
限
の
な
い
こ
と
を
求
め
る
先
決
的
抗
弁
の
性
格
を

一翠

有
す
る
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
}
。

こ
う
し
て
、

-
P
5
z
z教
授
喜
一
一
甘
よ
う
に
、
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
国
車
判
で
は
適
切
な
主
題
と
み
な
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
、
審
理
し
、
判
断
を
下
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
国
家
主
権
の
要
脅
か
ら
、
囲
際
裁
判
の
裁
判
管
暢
権
は
、

基
本
的
に
当
事
国
の
阿
意
に
基
づ
き
、
時
求
主
題
も
同
意
の
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
管
轄
権
は
、
当

事
国
の
岡
意
に
基
づ
く
「
法
律
的
船
争
」
(
層
際
司
法
被
判
訴
規
程
=
-
一
六
条
ニ
項
)
に
限
定
さ
れ
る
の
と
比
べ
る
と
、
裁
判
訴
の
「
十

全
な
管
繕
櫓
」
は
、
性
格
を
異
じ
す
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
所
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
広
汎
な
管
暢
権
を
有
す
る
の
か
。
こ
の
間
い
を
考
え
る
に
は
捻
判
断
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
旬
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
条
約
阪
-
九
条
が
拳
賄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旧
-
九
条
は
、
締
約
圏
じ
よ

亙
}

あ
条
約
の
遵
守
を
確
保
す
る
任
務
を
委
員
会
と
教
坦
所
に
担
わ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
条
約
の
前
文
が
植
、

-Z集
団
的
保
堅
(
Z
m
R
g
l

e
8
h宵
A
E
O
)

の
璽
念
に
基
づ
き
、
締
約
固
に
よ
る
条
約
諸
規
定
の
遵
守
を
統
制
す
る
責
任
を
委
員
会
主
義
判
所
に
与
え
る
こ
と
で
、

ご
れ
ら
の
健
闘
が
統
制
機
関
官
官

e
g
E巴
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の

機
関
は
、
統
制
機
関
と
し
て
、
拘
束
力
の
あ
る
決
定
を
下
す
こ
と
な
ど
に
よ
旬
、
単
に
紛
争
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
公

E
E号
宣
言
著
書
身
e

。

a
a
E一一言
a
Z
E骨
子
呼
ば
れ
る
秩
序
を
一
維
持
す
る
任
務
員
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
序
」
の
集
団
的
保
障
の
原
則
に
よ
り
七
八
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
対
イ
ギ
リ
ス
事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
条

量一

約
は
、
締
約
固
に
対
し
て
、
相
互
主
義
に
基
づ
か
な
い
「
客
観
的
義
務
」
を
創
設
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
相
互
主
義
に
従
わ
な
い
こ
L
と

は
、
他
の
分
野
の
国
際
条
約
に
は
見
ら
れ
な
い
人
権
条
約
の
基
本
的
な
特
徴
の
一
っ
と
言
わ
れ
泊
。
ま
た
、
こ
の
客
観
的
性
格
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
節
約
闘
は
、
固
家
阿
南
立
手
続
に
よ
旬
、
あ
る
締
約
菌
に
よ
る
侵
害
か
ら
個
人
の
基
本
的
権
利
参
保
援
す
る
た
め
に

田倉2号箆緩学法声神



歓州人権条約削酬個条項と「軒舗の余劃一入荷鍛判所の統制を判に

-E} 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
序
違
宜
」
と
し
て
他
国
の
条
約
違
置
の
申
立
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
に
、
裁
判
所
は
、
拘
束
力
の
あ
る
決
定
に
よ
り
、
締
約
留
に
よ
る
条
約
の
遵
守
の
確
保
を
統
制
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
条
文

は
他
の
人
権
条
約
に
は
存
在
せ
ず
、
欧
州
人
権
条
約
に
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
条
約
の
特
殊
性
が
諮
ら
れ

悟
こ
の
こ
と
は
、
条
約
百
一
四
条
の
国
家
間
合
中
立
手
艇
が
、
他
の
人
権
条
約
と
は
異
な
り
、
締
約
固
に
よ
る
任
意
的
受
諾
宣
言
に

基
づ
〈
こ
と
な
く
、
他
の
締
約
国
の
条
約
違
置
す
な
わ
ち
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
序
」
の
侵
害
の
里
立
を
認
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で

戸空
き
る
。き
て
、
条
約
機
関
に
よ
る
統
制
の
観
京
か
ら
「
評
価
の
余
地
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
旧
一
九
条
を
「
野
価
の
余
地
」
に
よ
る
裁

判
訴
の
審
査
権
の
条
約
上
の
根
拠
と
し
て
捉
え
る
の
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
ロ
裁
判
所
は
、
「
静
価
の
余
地
」
を
初
め
て
本

格
的
に
導
入
し
、
条
約
一

O
条
の
表
現
の
自
由
他
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
七
六
年
の
苦
ロ
身

E
O事
件
判
決
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
通

べ
た
か
ら
で
あ
る
e

コO
条
二
項
は
、
繍
約
函
に
対
し
て
、
無
制
限
の
評
価
の
権
能
を
付
与
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
裁
判
請
は
、
毒
員
会
と
共
に
締

約
国
の
約
束
の
遵
守
を
確
保
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
の
で
(
一
九
条
)
『
制
約
』
又
は
『
刑
罰
』
が

F
O条
に
よ
っ
て
保
穫
さ
れ

る
表
読
の
自
由
と
調
和
す
る
か
杏
か
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
裁
定
を
下
す
権
訟
を
与
え
ら
れ
て
い
る
可
。

{讐

そ
し
て
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
「
欧
州
の
統
劃
」

6
8
E戸

2
8志
向
田
)
と
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
P

こ
の
よ
う
に
、
「
十
金
な
管
穂

権
」
に
基
づ
く
裁
判
所
の
審
査
権
は
、
締
約
固
に
よ
る
条
約
の
遵
守
を
確
保
す
る
統
制
機
測
と
し
て
の
議
判
所
の
佳
務
か
ら
引
き
出
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

'" 

6 

芹
悶
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
固
際
司
法
裁
制
所
と
は
異
な
旬
、
裁
判
婦
の
判
決
は
附
明
確
に
判
例
法
を
形
成
す
る
。
毅
判
断
の
判

決
で
も
、

051官
三
宮
居
冒

kw-ELと
い
う
用
祷
M
V

一
般
仁
用
い
ら
れ
る
e

芹
厨
健
太
郎
「
国
際
紛
争
処
理
論
覚
書
」
「
神
戸
法
李
雑
能
』
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三
大
巻
三
一
号
(
一
九
八
五
写
〕
六
五
四
貰
、
多
胤
@

「
評
価
の
余
地
」
の
限
定
傾
向
に
つ
い
て

u、
本
橋

E
の
2
註
問
調
お
よ
び
「
お
わ
り
に
」
を
参
照
。

こ
れ
ら
二
つ
の
条
文
は
、
現
仔
の
条
約
一
二
二
条
へ
受
け
継
が
れ
、
周
条
広
よ
っ
て
新
人
権
裁
判
所
の
管
梼
権
は
、
締
釣
園
お
よ
ぴ
個

人
に
よ
る
聖
立
、
な
ら
ぴ
に
、
関
僚
委
員
会
に
よ
る
勧
告
的
意
見
の
要
請
に
基
づ
い
て
付
託
さ
れ
る
「
条
約
及
ぴ
そ
の
蟻
定
書
の
解
釈
及

び
適
用
に
関
す
る
す
ぺ
て
の
事
項
に
及
」
ぴ
(
第
一
項
)
管
轄
権
の
有
無
に
争
い
が
あ
る
場
合
は
、
裁
判
所
が
こ
丸
を
決
定
す
る
(
第

二
項
ヲ

8 9 
) 

こ
の
こ
と
に
雷
友
す
る
学
説
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
・
僻
帽
。
吉
弘
。
。
Z
園乙

J
S乏
〉
巴
斗
買
〉

F
E
n
s
z
Z遍

2
5
E
g
z

a寄
与
乏
冨
侍
主
主
君
符

8
2邑
g
r
E
-岡
戸
海
也
事
戸
剛
志
ム
ヨ
一

E
E
T刷
宮
昆
昆
湾
問
吋
口
同
i

聞
首
旨
商
回
目
同
盟
関
行
〉

dMF
翠
忽
君
!

国
白
旦

g
a出凶開
J

円
(
俗
図
γ
)

叩
宮
内
書
事
Sh詩
話

aqszsshhr凶
与
草
官
島
町

=F這
s
s
n定
違

ass-認
。
き
号
、
弱
司
自
色
町

sag-mbu椅

a
g
a
g
o
g重
注
雷
、
暗
Y
開
実
習
自
号

9

3弘
F
S声
明

ヲ

吋

S
1
3凶

M桜
島
訟
の

mdロ
拘
卯

b
g
w
宮
内
調

a
E
E
h
a
n層
6
1
3
a寄

ら

dze
且
町
民
一
言
語
ぬ
青
島
民
首
位
E
a
u
E
E
S
S
E
R
E
G
E
Z
)
r
E
E
宮
路
ご
。
胃
j
Z伺

Z
こ事

:

E

M

 

(
柏
山
)

11 

o
g
a
b、
宮
重
要
F

。sa
-
a
定
員
宅
買
切
阿
佐
針

S
L
E
a国
E
尚
昆
】

m
E
E
ヨ吋同

(FE且
EEP尚
早
同
区
間

-db653ZHZS

E
昆
)
一
害
事
民

e
a
s三官
E
S
2
0
5
司
令

E
書
留
書
富
一
切
宣
言
晶
、
実
守
-
遺
書
民
主
己
完
封

E
h
青
豆
冨
雪

a
e
a
a

M‘忌
旬
、
必

)-4aム】

Nr
宮

2
p
a
a
ヲ
一
也
切
8
器。

P
号
、
言
E
a
a
h
e宮
F
』
邑
種
目
星

a
a
m俗世
R国
号
四
国
司
吋
関

(ESE冒
険
同

a
z
a
b
b
a
M
E
S
B
E己
切
符
搭
旬
、
合
〈

a
N図
司

自

己

見

司

コ

実
特
に
お
い
て
節
約
固
に
よ
る
殺
判
所
の
管
格
権
の
受
請
が
一
般
化
し
た
の
を
受
け
て
個
人
の
申
立
植
に
関
す
る
選
択
条
項
(
旧

二
五
条
)
と
L

と
も
に
こ
の
四
六
条
は
廃
止
き
れ
、
現
行
の
保
障
ン
ス
テ
ム
で
は
、
新
人
権
議
判
訴
は
、
強
制
的
管
品
館
砲
を
有
す
る
。
な

お
、
条
約
の
間
選
択
条
項
に
関
し
て
は
小
畑
郁
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
保
障
体
制
の
確
立

l
人
権
裁
判
所
の
管
絡
梅
長
諾
宣
首
の
取
り



敵州人権条約必四明温m条項とI評価の余地j→人値競判所の統制を中心に

扱
い
φ
中
心
に
牛
図
畑
茂
二
郎
緬
『
一
二
世
紀
世
界
の
人
権
』
明
石
害
届
(
一
九
九
七
年
)
五
九
1

八
五
頁
、
参
照
。

(旦

R
S宅
建

Sz-gS肩
書
畏
駒
奄
週
旨
書

-
P
ヨ
5
・
お
ム
ゆ
髭
ヲ
也

五
)
、
耐
え
曹
長
町
。
自
切
邑

mEE-
昆
叶

URa見
高

s
a
v包
a
a
P
4
a
Z
窓
辺
町
唱
え

Ea信恒亘
eHSS同
)
守
三
宮
、

94A晶
F
E
E
-
F

土

健

司

魅

(
日
山

)
n
5
3
2
星
戸

z-qa田
属
加

P
F
事
訴
鴎
「

{
E
J
E
E九
O
E
(
E
h
s
s
S
是
尽
き

E

E
官
与
野
喜
久
喝
容

S
E
L豆町
E
異
色
玄

Z
3ヨ
雪
】
霊
智
骨
子
〈
界
一

-

噂

m
m
R
E包
曽
亘
曹
援
自
民
主
唱
ヨ
ヨ
き
お
回
。
電
話

F也
見
習
昆

五

)

虫

R
M
E
a同
E
F
喜
富
里
町
田
P

冒

P
忠
良
噂
コ

E

O

B
自
E
g
h臣
Er
善

言

言

奪

由

て

mu

ヨ

五

)
n
E
J
P
E
a
e
p蒔
暑

苦

E
阜
、
青
宮
書
露
骨

E
A
q
E章
者
腕

e
E百
基
富
常
陸
宰
5
8
G
R
E
E
q
争

』
密
集

g
y
H
E匂
兎
語

e
h

湖
沼

g
g
q
戸川吉

'ur342hpd句
界
一
戸
事
戸
。

(

羽

)

困

z
p
ヲ

這

(鈎

)
M
O
宮
古
且
回
日
一
一
切
望

P
E
aき
倫
理
ミ
』
言
語
き
を

a
E言、
S
昔
阿
a
s
s
n
a妻
、
喝
鳥
、
苦
言
宝
引
き

M墨
袋
言
語
「
玄
富
il

量
明
書

E
Z
E
-
q
p
a
p
-
S凶
噌

也

(
包
)
現
有
の
一
九
条
で
は
、
新
し
い
人
権
裁
判
所
が
、
締
約
国
に
よ
る
粂
豹
お
よ
び
諸
擁
曾
事
の
遵
守
を
確
保
す
る
貧
を
担
で
つ
。

(n)
こ
の
値
概
念
は
、
条
約
に
は
明
示
き
れ
て
い
な
い
が
、
委
員
会
は
、
六
一
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
対
イ
タ
リ
ア
事
件
の
許
容
性
に
闘
す
る
決

定
に
お
い
て
す
で
に
こ
の
概
念
に
言
及
し
て
い
た
。
言
。

5
5
ミ

を

n
s
t
h一E
a
e
号
除
雪
官
宅
身
曳
身
忌
星
雲
容

量
定
也
子
三
宮

a
e
苦

E
5
5
S句
会
昔
、
書
昆

E
E
E存
魚
、
除
去

z
a窓
宮
崎
昔

E
忘
遺
書
ミ
ミ
を
食
事
主
町
応
、
宮
川
Y

9
1固
島
田

a
E
a
E
Z
持
青
空
叩

E
を
再
処
邑
菅
野

3
5
E
E
Z
S
旨

s
s
L軍
司

(RE国
m
z
a
E
目

四



同

F
S
+
S
F
〈

aih--3F
喜
5
5
-
E
E
E
R
S
B
ヲ

EP

。
器

a
b可
免
官
民
持
邑

E
E忌
ERS-deヨ
H
E
Z
B
a
a
-
m
h
g
E
q
s
a
A管
理
富
智
司
皇
8
a
g
言

g
a望
号

僑

内

河

内

古

色

刷

自
首
包
括

2RTP
〈
aFMUr
宮
包
FMU⑤
箆

唱

FS-
こ
の
事
件
の
慨
要
に
つ
い
て
は
、
本
編

E
の
1
の
註
訟
を
参
照

Gm8
包
g
b
E
E晶

君

hEぜ
長
唱

-
B
E
e
p
唱
区
。

五
)mpω
とロ自

NFb延
長
官
宮
廷
喜

E
S邑
a
E
B官
官

F陶
e
B
Z
R
@
唱
凶

T
S

E)
芹
図
健
太
郎
『
朱
住
者
の
権
剥
』
信
山
社
(
一
九
九
一
年
)
一
六
頁
-

(
舗
)
〉
墨

2
0
B
E
R
M担任唱

l
a
h
E
O
S偽
証
可
否
吉
久
号
雪
昔
話

E
S
E
s
h
-
s
s
z言

F

Z

E
吾首星

S弘
P
ヨ
EB55之
宮
宅
ぬ
軍
事
、

?dR旦
抱
一

z。
r
-湯
タ
ヨ

F
a
当
ま
た
、
裁
利
所
自
身
も
、
後
の
丸
五
年
の

E
区

EHU対
ト

ル
コ
事
件
判
決
〈
先
決
闘
抗
弁
)
に
お
い
て
、
「
人
組
及
ぴ
基
本
的
事
由
の
集
団
的
保
障
の
条
約
と
し
て
の
条
約
の
特
異
な
性
豆
と
述

べ
る
こ
と
で
こ
の
こ
と
を
明
確
に
臨
め
た

J
g
p
g
s『
E
証
言
"
目
号
ぜ

e
E
5
5
q
争
R
E
)
苫
骨
量
a
a
図

書

耳

目
遺
品
管
旦
富
島
民

E
E
曽

P持
民
邑
智
昔
話
邑

M宣
言
与
〈

a
u
-
P
ヨ
a
F
S
a
M
a
他
方
米
州
人
緒
量
判
訴
は
、
「
締
約

餌
M
V
行
う
釣
東
の
履
行
に
開
速
す
る
事
項
に
つ
い
て
管
絡
権
を
有
す
る
」
〈
米
州
人
権
条
約
三
三
条
)
。
ま
た
自
由
権
規
約
ほ
、
規
約
人

施
翠
安
員
会
の
設
置
図
的
に
つ
い
て
定
め
て
い
な
い
。

(
幻
)
国
家
関
市
立
享
縫
は
、
現
石
の
条
約
で
は
、
三
三
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(
型
国
家
間
取
立
で
は
、
個
人
申
立
と
は
異
な
り
原
則
と
し
て
事
件
性
は
要
篇
さ
れ
ず
裁
判
所
は
倒
象
的
に

(
S
号

E主
締

約
閣
の
法
律
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
九
七
年
一
二
月
三
一
日
の
時
点
で
、

ζ
の
里
立
の
件
数
は
-
三
件
で
あ
り
、
の
さ
一

。
周
の
嗣
立
が
な
き
れ
た

e
m
a
】示遺骨良弘

F
4邑
i色
匂
盟
箆

Y

ロ
ヨ
叫
噂
ヨ

s
i
t
-呈
匂

z
t
e
a
E
s
s
e
官
戸

s
t
N
W
本
件
に
つ
い
て
は
、
北
村
「
柄
拘
議
運
議
会
ニ
)
七
六
l
七
八
頁
、

参照円。

go
色
包
吋

r
p担
含
司
寄

S
E
R
-
E匂
言
誌

a
N
G
〉
宝
ニ
ヨ
沼

(ra鎗
動
詞

a
Z
毎
週
、
毎
ミ
弓
言

S
』za句

n 

開巻 2号aき維学法戸神
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司
量
己

hrE匂
子
〈
内
忌
F
S
-
S
F
S
a
唱
出
な
お
ニ
の
定
式
の

a
R
a
E
S条
頑
に
対
す
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
本
告
側

E
の
ー

を
多
照
。

政州人権条約""""剛条項と[評価の余地ト人権貌純情の統制を中心に

30 
) 

例。
P
言

a
E唱
F
包
百
え
亘
豆
町
匂

za嘗
重
量

r"さ
a
g
e
o
z
z
p
s
a
噌
忠
岡
判
決
の
英
語
主
文
は
、
「
欧
州
の
監
視
」
(
悶
信
事

刃
包
富
安
当
証
言
)
で
あ
る
@

出

捜
判
所
の
補
完
的
続
制

裁
判
所
は
、
「
十
全
な
管
轄
権
」
に
基
づ
い
て
職
権
に
よ
旬
か
な
り
自
由
に
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
締
約
箇
に

よ
る
条
約
の
履
特
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
統
制
を
、
い
か
な
る
範
図
で
行
使
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
が
当
然
に
生
じ
る
。
こ
の
問

題
に
関
し
て
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
条
約
が
締
約
国
に
よ
る
臣
閥
的
実
施
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
条
約
}
条
で
、
締
約
闘
が
プ
次
的
に
「
条
約
の
保
健
康
す
る
権
利
及
ぴ
自
由
の
享
受
を
確
保
」
す
る
義
務
を
負
い
、
さ
ら
に
、

三
五
条
一
項
(
旧
二
六
条
)
の
圏
内
的
救
済
原
則
に
加
え
て
、
-
三
条
で
被
害
者
の
実
効
的
な
園
内
的
救
済
手
段
を
得
る
権
利
が
定

{墨

め
ら
れ
、
ま
た
四
一
条
(
田
五

O
条
)
で
締
約
園
の
週
内
法
で
十
分
な
補
償
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
お
け
る
裁
判
所
に
よ
る
正
当

な
満
足
の
付
与
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
条
約
の
実
施
の
第
一
義
的
な
責
証
は
締
約
固
に
委

ね
ら
れ
、
「
国
家
当
局
ほ
、
条
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
事
項
に
お
い
て
、
自
ら
適
切
と
見
な
す
措
置
を
自
由
に
選
択
一
ー
す
る
際
に

一
定
の
裁
量
権
が
毘
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
条
約
機
関
の
統
制
は
、
一
般
に
、
事
後
的
官
補
完
的
で
あ
時
と
宵

わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
後
者
の
補
完
性
仁
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
十
全
な
管
帽
権
」
に
よ
り
裁
判
所
は
節
約
闘
の
執
っ
た
措
置
と
条
約
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
判
断
権
を
有
す
る

が
、
条
約
上
の
権
利
を
確
保
す
る
締
約
菌
の
第
二
務
的
責
任
か
ら
締
約
国
政
府
の
判
断
を
車
重
し
、
裁
判
所
の
判
断
は
、
締
約
困
の
そ

れ
に
取
っ
て
代
わ
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
補
完
性
の
原
則
(
一
宮

ZM拾
え
醤
宮
邑

E
M
i
q
E旬
。
官

a
o
B苧

2 



田

き

一

，

a
b
E忌
)
を
表
明
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
訟
判
所
は
、
圏
内
裁
判
所
の
上
訴
機
衡
や
「
第
四
の
審
級
機
関
同
と
し
て
機

能
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に
貌
判
所
の
役
割
の
一
つ
の
限
界
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
裁
型
所
の
「
司
法
の
自

己
抑
制
」
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
目
。

き
て
、
こ
の
原
則
は
、
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
な
す
基
本
原
則
別
で
あ
り
、
条
約
に
明
ニ
示
的
に
定
め
ら
れ
て
は
い
な
い

一
園
田
F

が
、
裁
判
所
の
判
例
を
通
じ
て
、
曹
立
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
八
年
の
「
ベ
ル
ギ
ー
冒
鰭
」
事
件
判
決
(
本
案
)
に
お
い
て
、

裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
訟
判
所
は
、
彼
限
の
あ
る
国
家
当
局
の
役
割
を
請
け
負
う
こ
左
は
で
き
な
い
O

L

と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
、

条
約
の
設
立
す
る
集
団
的
実
施
(
集
団
的
保
障
l
傘
者
)
の
補
完
的
な
性
格
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
ヲ

そ
の
理
由
は
、
と
り
わ
け
締
約
固
に
よ
る
権
利
の
制
約
が
問
題
と
な
る
楊
合
仁
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

E
E三
註
惨
事
件
に

郎容2号誌雑

お
い
て
、
裁
判
訴
は
次
の
よ
う
に
定
式
化
し
た
。

「
園
家
当
局
は
、
自
国
の
生
き
た
カ
に
直
接
的
且
つ
継
続
的
に
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
要
請
(
道
徳
の
要
請
筆
者
)

の
正
確
な
内
容
並
び
に
要
請
を
充
た
す
こ
と
を
巨
指
し
た
『
制
約
』
又
は
『
刑
罰
』
の
『
必
要
性
』
に
関
し
て
、
原
則
と
し
て
、
国
際

裁
判
官
よ
り
も
適
切
に
意
見
を
述
べ
る
立
場
に
あ
」
り
、
「
国
家
当
周
が
「
必
要
性
」
の
観
念
の
暗
示
す
る
差
し
迫
っ
た
社

会
的
必
要
性
の
現
実
を
最
初
に
評
価
ず
る
の
で
あ
る

7

(
m
-

さ
っ
し
て
、
と
り
わ
け
権
利
を
前
約
す
る
際
に
、
締
約
固
に
一
定
の
裁
量
福
す
な
わ
ち
「
評
価
の
余
地
」
が
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
裁
盟
所
が
締
約
固
に
画
一
的
な
解
決
を
課
す
の
で
は
な
く
、
酒
家
の
独
自
性
や
圏
内
社
会
の
多
様
性
を
藤
重

一@き

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
裁
判
討
に
よ
れ
ば
、
多
元
主
義
は
、
条
約
の
い
う
「
民
主
社
会
」
の
中
核
を
な
す
原
理
と
言
わ
れ
泊
。

以
上
の
こ
と
を
裏
返
せ
ば
、
裁
判
所
に
よ
る
審
査
は
傭
締
約
国
の
執
る
措
置
が
条
約
の
要
件
に
従
っ
て
い
る
か
杏
か
に
の
み
関
わ
れ
ザ

「
富
の
余
地
」
は
、
型
雇
の
原
則
の
当
然
の
産
物
で
あ
れ
円
裁
判
所
の
統
制
は
、
原
則
と
し
て
、
補
完
的
な
も
の
と

学法戸神

こ
う
し
て
、



な
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
車
判
所
は
、
集
図
的
保
障
の
原
則
に
よ
り
「
十
全
な
管
結
権
」
に
義
づ
い
て
縦
約
固
に
よ
る
条
約
の
遵
守
を
確
保

す
る
役
銅
を
担
い
他
方
で
、
締
約
閏
は
、
第
一
義
的
に
条
約
を
実
施
し
、
個
人
の
権
利
お
よ
び
自
闘
を
保
障
す
る
責
任
を
負
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
と
節
約
闘
し
ζ

の
聞
で
、
人
権
保
障
に
関
す
る
機
能
や
権
能
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
と
い
う
問
題
が

生
じ
と
り
わ
け
個
人
の
権
利
を
制
約
す
る
際
に
、
締
約
固
に
「
評
価
の
合
地
」
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
組
。
「
評
価
の

余
地
」
は
、
ま
さ
に
裁
判
所
の
「
十
全
な
管
斡
権
」
と
補
完
的
統
制
L
C
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
十
全
な
管
特
権
」
に
基
づ
く
一
裁
判
婦
の
補
完
的
統
制
は
、
条
約
一
五
条
の
旨

a
E
S条
項
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
貫
か
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
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こ
の
権
剰
に
つ
い
て
は
、
小
畑
郁
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
横
条
約
に
お
け
る
「
実
効
的
な
園
内
軟
請
手
段
を
得
る
権
刺
』
と
条
約
止
の
権

利
の
閣
内
手
争
に
お
け
る
援
周
可
能
性

γ条
約
一
三
条
を
め
ぐ
る
人
権
裁
判
所
判
例
の
展
開
」
『
研
究
紀
要
』
(
般
界
人
権
問
題
研
究
セ

ン
タ
ー
)
三
号
二
九
九
八
年
)
六
亙

l
丸
八
頁
参
照
。
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n
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p
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学
説
に
お
い
て
条
約
機
関
の
統
制
の
事
後
的
性
絡
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
多
理
吉
田
官
官
持
活

E
そ
一
言

n
g
E
S
草
書
望
書
吾

a
E
E包
E
E
1
E
m
g量
ω

こ
量

Z
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E
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苦
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室
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E
r
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芹
困
「
人
権
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委
員
会
鎗
文
{
下
)
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(
草
三
人

O
貢

(
斜
)
学
説
に
お
い
て
「
辞
怖
の
余
地
」
や
条
約
の
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
費
完
的
性
格
を
強
調
十
る
も
の
と
し
て
以
下
の
文
献
を
参
照
。

刷

a
p
n
o自阿
国
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を
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も
、
判
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よ
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形
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さ
れ
た
筒
原
則
の
一
っ
と
捉
え
る
。

ωgMU
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p
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宮
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宅
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R
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宮
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nr起
句
亘
宥
国
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時
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長
官

E
z
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e
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官
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S
R
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F
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ぜ
官
民
g
v
a
z吋
HE雷
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F
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宮
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事
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必
)
匙
語
雪
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E
望
書
-F
者
忍

B
E
U
胃

p
a
昆
唱

FMM

国

E
r
冒

p

a
民
唄

M
N
裁
判
所
の
多
数
意
見
に
お
い
て
、
初
め
て
「
評
価
の
余
地
」
と
い
う
周
語
が
用
い
ら
れ
た
の
は
筆
者
の

"'巻2号書事維学法戸神
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知
る
か
ぎ
旬
開
寝
室
含
事
件
と
同
時
期
に
下
さ
れ
た
却
芭
他
事
件
判
決
で
あ
る
。

Z
P
S
A
q
E宣
富
札
岳
音
a

E向
回
目

。
崎
伺
吉
宗
右
京
棒
、

a
b
〈

a

p
冨
昆
芯
箆
唱
己
ぞ
れ
ま
で
裁
判
所
は
、
「
評
価
の
権
能
」
(
「
蒋
浪
者
」
事
件
、
。

a-雪

事
件
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
機
関
土
組
合
事
件
)
、
「
-
定
の
裁
量
」

(
E
E
組
事
件
)
と
い
匂
た
表
現
で
、
締
約
園
の
裁
量
亙
植
を
認
め
て
い

た。
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品。

3
a
E
E
条
項
に
対
す
る
人
権
議
判
断
の
統
制

I
一
九
七
八

l
d九
八
年
の
事
例
を
中
心
に

1

締
約
固
に
よ
る
品
目
白

MES条
項
の
発
離
に
対
し
て
、
裁
判
訴
は
、
ど
の
よ
う
な
統
制
を
行
っ
て
き
た
の
か

J
』
こ
で
は
先
に
検

討
し
た
一
九
七

0
年
代
末
ま
で
の
「
評
価
の
ふ
同
地
」
に
関
わ
る
判
例
の
展
開
を
踏
ま
え
、
条
約
一
五
条
に
関
す
る
七
八
年
か
ら
九
八
年

ま
で
の
判
例
を
主
な
素
材
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
.
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
一
五
条
一
項
の
定
め
る
締
約

一

-z

固
め
執
っ
主
握
の
必
要
性
に
関
す
る
裁
判
所
の
審
委
に
焦
点
を
当
て
る
。

描

1 

裁
判
爾
の
審
査
権
の
意
義



'00 

き

そ
も
そ
も
、
国
家
緊
急
権
と
い
う
一
見
司
法
審
輩
に
な
じ
ま
な
い
と
も
恩
わ
れ
る
超
法
的
な
措
置
の
締
約
圃
に
よ
る
発
動
に
対
し

て
、
裁
判
所
は
、
ど
の
よ
う
に
対
ぽ
し
て
き
た
の
か
@
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、

a
R
6
m
M
E昌
条
頑
の
起
草
過
程
で
は
、
同
条
項
に
対
す

る
条
約
機
関
の
審
査
梅
宮
島
が
、
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
か
っ
目
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
初
期
の
段
階
か
ら
、
「
評
価
の
主
面

接
的
に
適
用
し
て
骨
星
邑

E
条
項
仁
対
す
る
審
査
証
慨
を
確
立
し
て
き
た
。
す
で
に
、
六
士
隼
の

lE再
皇
一
事
件
判
決
で
、
裁
判
所

は
、
「
常
目
的
苦
当
の
例
外
的
権
利
の
行
使
に
関
し
て
一
五
条
の
定
め
る
条
件
が
本
件
に
お
い
て
充
た
さ
れ
た
か
否
か
を
決
定
す
る
の

E-

は
、
裁
判
所
で
あ
る
」
と
述
べ
て
裁
判
所
の
審
査
績
を
確
認
し
担
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
七
八
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
対
イ
ギ
リ
ス

事
件
判
決
お
い
て
、
一
五
条
に
対
す
る
審
畳
植
を
次
の
よ
う
に
逮
ぺ
た
。

「
白
締
約
国
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
(
非
常
事
態
の
存
否
や
措
置
の
必
要
性
1
傘
者
〉
無
制
限
の
権
能
を
有
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
裁
判
訴
は
、
委
員
会
と
共
に
、
締
約
闘
の
約
束
の
遵
守
を
確
保
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
の
で
(
一
九
条
て
危
機
の
「
緊

急
性
が
要
求
す
る
援
密
な
範
囲
』
を
趨
え
た
か
否
か
を
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る

(d喜
主
一
事
件
判
決
)
。
こ
う
し
て
、
図
家

の
評
価
の
余
地
は
、
欧
州
の
統
制
を
伴
う
の
で
あ
る
日
?

こ
の
表
現
陪
、
上
述
の
国
自
身
室
内
有
事
件
の
そ
れ
と
明
ら
か
に
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
そ
の
後
‘
九
三
年
の
回

E冒
干

官
お
よ
び
害

E
母
対
イ
ギ
リ
ス
警
官
刊
触
、
な
ら
び
に
、
九
六
年
の
詳
喜
対
ト
ル
コ
事
件
判
決
お
よ
ぴ
九
八
年
の

F
E他

対
ト
ル
コ
事
件
判
嗣
で
そ
の
ま
ま
踏
償
却
五
、
定
式
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
条
約
の
色
注

a
E
B条
項
が
国
家
の
非
常
事
喧
し
と
い
う
特
殊
な
問
題
を
扱
も
う
か
ら
と
い
っ
て
毅
判
所
は
「
十
金

な
管
鎗
権
」
に
よ
っ
て
、
条
約
の
解
釈
お
よ
ぴ
適
用
に
闘
す
る
す
ぺ
て
の
問
題
を
審
査
で
き
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
同
条
項
で

一庫伸一

は
、
政
治
問
題
の
抗
舟
は
、
原
則
と
し
て
、
裁
判
所
仁
肱
提
起
さ
れ
え
な
い
。
条
約
一
五
条
に
対
す
る
貌
判
所
の
審
査
権
の
意
義
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
翠
解
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
同
条
を
裁
判
訴
の
統
制
が
及
ぷ
保
障
条
嵩
宣
言

g

e
i
E巴
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
語
。
そ
れ
で
は
、
裁
判
所
は
節
約
固
に
よ
る

2
3白条
項
の
発
動
に

開巻2号箆雑学法戸神
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対
し
て

「
十
全
な
管
織
繕
」
の
観
念
に
基
づ
い
て
、
実
際
ど
の
よ
号
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
統
闘
の
実
態
金
次
に
検
討

す
る
。

47 

z
t
a
A、
昔

E
3
E
担。
g
i
s
e
a
E
E
E
Z
に
よ
れ
ば
、
条
約
が
発
効
し
て
か
ら
、

ま
で
の
聞
に
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ト
ル
口
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
が
骨
肉
哲
苦
冒
条
項
を
発
動
し
て
い
る
が
、
藷

九
九
人
年
一
一
一
月
三
一
日

48 
) 

動
の
大
半
は
イ
ギ
リ
ス
k
ト
ル
コ
H
L
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
・

含
8

・m忌
S
条
項
に
お
い
て
生
じ
る
筒
庖
k
し
て
、
措
置
の
必
重
量
の
他
に
、
非
常
事
態
の
存
否
、
他
の
園
際
法
上
の
参
務
と
の
合
数

さ
ら
に
は
、
一
五
条
発
動
の
欧
州
審
鰻
会

(
o
i己
a
E
a
M
E
S
E
-
骨

E
5
1
w
'務
総
長
に
対
す
る
通
告
の
手
続
上
の
要
件

と
の
合
致
等
が
お
る
。

国
家
緊
急
梅
に
関
し
て
は
小
祢
直
樹
『
酒
家
緊
急
権
l
非
常
事
録
に
お
け
る
法
と
政
治
l
」
学
陽
書
房
(
一
九
七
九
年
て
一
l
l

三
七
買
、
な
ら
ぴ
に
、
新

E
拳
「
緊
急
権
と
抵
抗
裕
己
樋
口
陽
一
編
『
揚
塵
憲
法
学
1

憲
法
を
憲
法
学
』
日
本
野
論
社
(
一
九
九
五

年
て
一
二
三

l
二
一
一
-
一
頁
番
照
。
圏
内
法
で
は
、
宮
家
緊
急
権
の
本
質
段
、
法
の
問
題
で
は
な
く
、
事
実
ま
た
は
政
治
の
そ
れ
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
(
芦
鶴
信
喜
「
憲
法
新
版
補
訂
版
」
母
娘
.
活
〈
一
丸
丸
丸
年
て
一
三
二
七
頁
)
ロ
し
た
が
っ
て
園
家
緊
忽
梅
の

鎗
働
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
司
法
審
蚕
で
は
な
く
国
会
の
事
商
事
後
承
伽
臨
場
に
よ
る
醸
会
統
制
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

条
約
一
五
条
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
蕪
陽
寺
公
夫
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
準
備
作
業
の
検
討
(
下
)
」
「
神
戸
商
船
大
晶
子
紀
要

一
五
貢
二
戸
周
五
郎
「
人
補
諸
条
約
の

p
g尚昆
S
条
項
(
一
)
」
「
法
学
論
疲
』
一

49 
) 

国

第

類

す
客
様
主
三
四
号
(
一
九
八
豆
年
)

一
七
巻
六
号
(
一
九
八
豆
年
)
哩
ニ
ill
四
九
頁
i

移
属
。

51 

d
gた
話
、

E
包
(
ミ
g
言
Y
H
E者
麿
髭

a両日
E
可
芯
品
目
影
語
句

pdEFω
宮田

PMMU罰
噌
ほ
ま
た
、
委
員
会
は
、
す
で
に

五
大
年
の
ギ
リ
ン
ャ
対
イ
ギ
リ
ス
移
件
(
第
工
干
プ
ロ
ス
事
件
)
に
凋
す
る
報
告
書
の
中
で
、
骨
ヨ
唱

PE条
項
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
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白
川
の
「
一
定
の
評
価
の
余
地
」

S
S
E
E
S
S担
-oa
舎内

E
E
固

E5S量
百
量
随
噂
晶
号
宜
位
邑

E)
会
箆
め
な
が
ら
も
、
こ
れ

に
対
す
る
委
員
会
の
審
査
植
を
磁
認
し
て
い
る

q
Z
E常
E
E
E
a
T
S
て
訴
こ
れ
ら
の
事
例
に
関
し
て
は
、
芹
回
健

太
郎
「
人
権
委
員
会
給
支
(
上
)
」
「
法
学
論
叢
』
七
九
巻
一
号
(
一
九
六
六
年
)
九
六
頁
な
ら
ぴ
に
。
岡
「
人
権
委
員
会
齢
文
(
下
)
」

(
註
ヲ
己
ム
ハ
九
頁
以
下
参
照
。

52 

吉
宮
弘
司
晋
内
h
h
E
8量
2
p
s
a
Z
R
戸

E
P詑
当

昆

唱

司

こ
の
判
決
に
至
る
背
景
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
・

六
九
年
夏
頃
か
ら
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
U
F
に
お
い
て
、
カ
L
E
リ
ッ
ク
教
徒
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
の
対
立
が
激
化
し
、
七

O
キ
に
入
つ

て
か
ら
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
軍
(
開
〉
〉
等
の
テ
ロ
荷
動
も
活
発
に
な
っ
た
。
北
ア
イ
ル
ヲ
ン
v
p
情
勢
の
こ
の
よ
う
一
な
悪
化
に
よ

り
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
、
七
}
年
八
月
九
日
、
特
測
機
観
法
仁
巷
づ
い
て
裁
判
な
き
拘
繁
盛
惰
置
(
自
言
自
足
邑
の
場
入
を
決
定

し
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
七
二
年
士
一
月
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
直
鍵
統
治
す
る
に
歪
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス

政
尉
は
、
同
年
人
月
三

O
目
、
七
三
年
一
月
二
三
一
巳
お
よ
び
同
年
人
月
一
ム
ハ
目
、
殴
州
審
盤
調
会
事
Ea総
長
に
対
し
て
、
条
約
一
五
条
一
三
嘆

ι基
づ
い
て
、
雪

a
z
s条
項
の
発
動
手
通
告
し
た
(
テ
キ
ス
ト
は
、

Mes診さ
F
ぐ
旦
玄

3
4回
選

刷

い

ra
豊
島
〈
O
F
F
-
ヨ
ω

署

ぽ

lNEa
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
、
七
-
年
一
一
一
月
一
六
日
、
条
約
嗣
二
四
条
の
園
家
間
申
立
手
続
仁
基
づ
き

委
貝
会
に
対
し
て
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
当
局
に
よ
る
裁
剰
な
き
拘
議
措
置
の
錯
動
が
条
約
一
条
、
二
条
三
条
五
条
大
条
お
よ
び
一

四
条
に
違

Eす
る
と
の
薗
立
を
行
っ
た
(
七
二
年
三
月
に
再
度
申
立
)
。
委
員
会
は
七
二
年
一
O
月
一
目
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
条
約
一
一

条
を
除
〈
申
立
が
静
容
さ
れ
る
と
決
定
。
さ
ら
に
委
員
会
は
、
七
六
年
一
月
三
五
目
、
報
告
書
を
採
択
し
、
そ
の
中
で

一
五
条
に
関

し
て
、
全
員
一
致
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
五
条
の

e
a官
富
に
よ
る
裁
判
を
受
け
な
い
拘
禦
が

態
の
緊
急
性
亦
要
求
す
る
厳
禽
な
範
里
内
の
措
置
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
見
を
述
ぺ
た

S
S
E
e
a
ミ

号

E
骨

量

守

喜

久

F
a
g望
。
、
及
、
酔
司
宮
廷
喜
号
&
b
s
n電
電
器
官
在
星
野
巳
匡
自
給
2
2
豆
一
〈

a
m
!
?
】ヨ
6

一
五
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
「
事

思
号

E担
淘

S
b青
山
切
断
昆
富
岡
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ta
唱
】
以
)
。
そ
の
後
、
委
員
会
の
報
告
書
は
同
年
三
月
六
日
、
問
僚
委
員
会
へ
送
信
さ
れ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
、
同
年
三
月

一
O
目
、
裁
判
訴
へ
提
訴
し
A
f
z

な
お
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ト
紛
争
仁
関
し
て
は
、
鈴
木
良
平
田
"
〉
〈
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
留
軍

)
lア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
亘
ナ
リ
ズ
ム
」
〈
鏑
四
販
制
惰
橘
)
彩
流
社
二
九
九
九
年
)
、
参
照
・

国

。
智
‘
応
、
宮
ヨ
昔
:
邑
陵
町
号
陸
予
号
室
E
R
S
-語
官
省
当
局
毘
昆
回

5
2
w
S

E
E
E
M
E言語
岡
山
恒

E
Z
S
N
u
E
E
a
m
i
p
s

こ
の
判
決
に
量
る
経
緯
は
、
次
の
と
お
り
。

(
書
留
星
野
慢
包

gaahFS担
昌
広
哩
看

明
白
岡
田
岡
目
は
、
人
九
年
一
月
九
日
、
樹
、
P

の
テ
ロ
活
動
に
関
わ
匂
た
容
疑
を
か
け
ら
れ
て
、
八
四
年
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止

法
二
一
条
一
項

(
b
)
に
基
づ
き
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ト
の
警
療
に
よ
り
令
状
な
し
で
逮
捕
さ
れ
六
日
と
一
臨
時
間
云
一
0
分
間
、
拘
禁
き

れ
た
。
他
方
、
も
ろ
一
人
の
申
立
入
で
あ
る
同
豆
島
罫
皆
も
ま
た
同
年
一
月
五
目
、
河
法
に
基
づ
い
て
逮
捕
さ
れ
四
日
と
六
時
周

二
五
分
間
の
拘
識
を
受
げ
f
z
い
ず
れ
も
、
そ
の
周
誤
判
宮
の
前
に
引
致
さ
れ
な
か
っ
た
@
と
こ
ろ
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
逮
捕
の
直

前
の
八
八
年
一
二
月
二
五
回
、
事
務
総
長
に
対
し
て
、
色
岡
崎

a邑
自
措
置
の
発
動
を
趨
告
し
て
い
た
(
テ
キ
ス
ト
は
、
宅
俗
語
る
S
F
d弓

au-e

M

喜
一
宅

Z
l目
。
)
。
な
ぜ
な
ら
、
同
年

2
4
L対
イ
ギ
リ
ス
事
件
判
決
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
申
立
人
の
四

目
と
大
時
聞
の
拘
撲
が
条
約
五
条
三
嘆
に
造
宜
す
る
、
と
創
刊
コ
不
し
た
か
ら
で
あ
る

a腕
8
E
h信
久
旬
、
看
曽

s
h
e苦
昌
記
号
白
雲
a

h町
長
噌
営
通
賀
菅

E
h
a
s
z
z
a自
Z
-沼
舗
(
智
亘
ヨ
智
司

a
Z
担

9
6
官
忍
章
、
。
き
a
E身
望
書
内
)
む

a
h
b
d
O
P
E
-
w

宮崎鍾

F
g
a
唱

wa
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止
法
に
よ
る
四
日
と
六
時
間
を
超
え
る
絢
鍾
害
条
約
上
合
波
化

す
る
に
は
、
昏

a
E
E条
項
に
爵
え
る
し
か
な
い
、
と
剰
瞭
L
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
岡
市
野

g
E官
M

と
M
V

玄
包
旦
審
は
、

八
九
年
一
月
一
九
回
、
委
員
会
へ
申
立
を
行
っ
た
。
申
立
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
倉
包
重
富
】
条
哀
の
発
動
が
不
当
で
あ
っ
て
、
上
述

の
刻
聞
に
友
ぷ
相
誕
酬
を
受
け
、
設
判
長
闘
の
前
に
迅
速
に
引
致
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
条
約
五
条
三
一
項
お
よ
び
五
項
な
ら
び
に
一
三
条
に
違

反
す
る
と
主
張
し

f
z
委
員
会
は
九
一
年
二
月
二
人
目
、
申
立
が
降
客
さ
れ
る
と
宣
言
し
、
さ
ら
に
祉
関
年
一
一
一
月
三
目
、
報
告
書

主
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54 
) 

を
採
択
し
、
人
対
五
で
、
イ
ギ
り
ス
政
府
に
よ
る
骨
邑
鵬
首
言
語
措
置
の
鋳
動
は
有
効
で
あ
っ
て
、
条
約
孟
条
三
項
お
よ
ぴ
五
項
の
途
戻
は

存
在
し
な
い
、
と
の
意
見
を
表
明
し
た
(
↑
官
、

Z
E
E
-向
島
事
宮
島
宙
開
固
F

旨

E
J
9
室
。
事
件
は
そ
の
後
九
二
年
二
月
二

一
回
、
委
員
会
に
よ
り
裁
判
所
へ
付
託
さ
れ
た
。

吋
自
品
、
注
目

ε
:
k
g
E官
E
R
5
8
E宅
自
民
民
国
聞
耳
目
自

E
3
8
(
P
E
E
E
a
E
B
E
S
E者
E
己

E
忍菱、苔母

s久、三』詮主E互A母ザ宮、藷活
2吋
§
え

b
E宮
邑
戸
王
挽
干
，
嵩
品
宮
鴎
言
戸

s箆
噌

M腿
N
8
E匂包‘弐切亀皇之苓、
a蕊
。
号
、
誕
匂
司
烹
、
目Pr込
qタ
4-苫白昔
gE白良再

。民向

2図

z自号
En
』
量
(
青
r昆
旨
雪
巴

E
昆
ロ

E2

判
型
干
所
所
の
イ
ン
タ

l1lζム
ネ
一
不
不
ツ
ト
上
の
公
式
ウ
ヱ
プ
ザ
イ
ト
(
冨c戸

-z
喜送妻言安安

iz=4i色嘗膏
E
E。
包
荷
旦
か
ら
入
手
し
た
弓B
 

な
お
、
こ
の
三
つ
の
判
決
に
量
る
続
俸
は
、
以
下
の
し
C

お
り
。

人
五
年
頃
か
ら
ト
ル
コ
南
東
訪
に
お
い
て
、
ク
ル
ド
労
働
者
党
(
国
民
)
に
よ
る
テ
ロ
活
動
が
頻
繁
に
起
こ
ヨ
た
こ
と
か
ら
、
ト
ル

コ
政
府
は
九
日
隼
八
月
六
日
付
け
の
書
昼
間
で
、
事
務
総
長
に
対
し
て
条
約
一
室
条
の
錆
動
を
遍
吾
し
、
亙
条
、
六
条
八
条
、
一

O

条
-
一
条
お
よ
び
-
三
条
の
適
用
を
停
止
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
(
テ
キ
ス
ト

R

E昔
共

〈

O
P
F
E二
一

這

声

唱

干

ロ
ヲ
そ
の
後
、
周
囲
は
、
九
二
年
五
月
一
-
一
目
、
分
担
官
』
百
条
項
の
発
動
の
対
象
を
五
条
に
限
定
ず
る
こ
と
を
事
務
総
長
に
通
告
し
た

〈
テ
キ
ス
ト
は
、
】
安
当
ぎ
鼻
〈

s
a
s
s
唱
星
。

〉

w
S事
件
判
決
で
は
、
申
立
入
〉

zaは
、
週
〈
と
も
九
二
年
二

E
-六
日
に
ほ
、
国
闘
の
テ
ロ
リ
ス
ト
を
支
援
し
教
唆
し
た

容
疑
で
逮
舗
き
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
寧
立
人
は
周
辺
平
一
二
月
一

O
目
仁
釈
放
さ
れ
る
ま
で
、
裁
判
官
や
司
A

官
官
吏
の
前
に
引

致
き
れ
る
こ
と
な
〈
、
ト
ル
コ
法
に
し
た
が
っ
て
、
少
な
くi
し
と
も
}
四
日
間
細
説
さ
れ
た
。
〉
官
喜
は
、
九
三
年
五
月
二

O
目
、
委
貝
会

に
里
立
を
合
っ
た
が
.
九
四
年
四
月
一
六
目
、
前
肴
か
に
よ
り
射
殺
き
れ
そ
の
後
、
防
立
人
の
父
親
が
引
き
継
い
だ
回
委
員
会
は
、
同

年一

O
月
一
九
目
、
商
工
立
が
許
容
さ
れ
る
と
宣
言
し
、
九
五
年
一

O
月
二
一
=
百
、
報
告
書
を
採
択
し
た
。
そ
の
中
で
、
委
員
会
は
、
一
五

対
一
で
ト
ル
コ
当
局
の
行
為
が
骨

3aRRM胃
条
項
に
お
け
る
阿
国
の
「
穿
耐
の
余
地
」
を
舗
や
え
て
お
り
条
約
孟
条
三
項
に
逮

E
L
S持



s
v
H自民官民
H
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E
P
M
V
r
M
ω
D
aて
さ
ら
に
、
三
条
な
ら
び
に
六
条
一
項
途
買
が
存
在
す
る
と
い
う
意
見
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、

ト
ル
コ
政
府
(
周
年
-
一
一
月
四
日
)
と
吾
員
会
(
同
年
一
二
月
二
一
日
)
の
双
方
が
事
件
を
裁
判
訴
に
付
詳
し
た
。

除州人権条約信可憐勘a条項とI評価の余地j一人徳裁判所の統制を中心に

ω-zE
お
よ
び
開
昌
吉
凶
は
そ
れ
ぞ
丸
岡
町
庶
民
の
テ
ロ
活
動
に
参
加
し
た
と
し
て
、
遺
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官
官
似
事
件
判
決
で
は
、

E立
人
の

O
S号

補
さ
れ
た
e

逮
捕
後
、

P
尚
昆
弓
と
皆
旨
の
双
方
は
、
少
な
〈
K
も
二
三
日
間
(
亭
主
人
L
C
ト
ル
コ
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
主
張
す
る
時
閥
仁

若
干
の
間
隙
が
あ
る
)
ま
た

E
1自
は
、
少
な
く
と
も
一
六
日
周
、
裁
判
官
や
司
法
言
受
の
前
仁
引
致
き
れ
る
こ
と
な
く
警
察
に

る
と
し
て
、
空
立
を
行
っ
た
。
委
貝
会
は
申
立
が
許
容
さ
れ
る
主
宣
言
し
た
後
、
丸
七
年
五
旦
一
九
四
、
報
告
書
を
採
択
し
た
。
そ
の

中
で
、
委
員
会
は
、
全
員
一
致
で
、
ト
ル
コ
当
局
の
措
置
古
賀
苦

E
a無
事
の
も
と
で
河
聞
政
府
に
付
与
き
れ
る
「
評
価
の
余
地
」
を

鎗
え
て
お
り
、
五
条
三
項
に
違
反
す
る
、
と
い
う
見
解
を
述
べ
た
。
委
貝
会
は
、
同
年
七
月
一
一
回
事
件
を
裁
判
所
へ
付
託
し
た
。

国
際
司
法
被
判
所
に
お
け
る
政
治
腐
題
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
山
形
美
郎
「
困
際
訟
に
お
け
る
伝
統
的
な
政
治
的
働
争
理
諭
の
再
検
討
」

「
現
代
法
学
の
諸
相
』
〈
岡
山
商
務
大
学
法
綾
学
部
創
設
記
念
詩
集
)
法
律
文
化
社
二
九
九
二
年
)
二

O
一一

l
ニ
二
六
百
代
杉
原
高
嶺

「
国
際
司
法
毅
判
所
と
軟
治
問
題
の
法
理
」
『
京
都
犬
学
法
学
部
創
立
盲
周
年
記
念
省
文
集

第

巷

公
桧
」
有
焚
繍
(
一
九
九
九
年
)

石
l
主
六
五
買
、
参
照
。
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「
静
価
の
余
地
」
の
審
葦
基
準
l
合
理
性
の
基
準

i

aa省
官
条
項
に
対
す
る
裁
判
所
の
統
制
に
関
し
て
次
に
検
討
す
べ
き
問
題
は
、
雪
量
冨
条
項
に
お
け
る
「
評
価
の
余
地
」

の
春
量
基
準
は
何
か
、
で
あ
る
白
緒
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
合
理
住
吉

E
E賢
官
虫
色
の
基
準
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
条

約
一
五
条
で
は
、
非
常
事
館
の
存
茜
の
判
断
な
ら
び
に
国
家
当
局
の
執
っ
た
措
置
が
「
事
患
の
緊
急
性
が
要
求
す
る
厳
密
な
範
囲
」
内

2 



よn

で
あ
っ
た
か
杏
か
の
判
断
に
お
い
て
、
締
約
園
が
合
理
的
に
藤
実
に
裁
量
権
を
行
使
し
た
か
否
か
、
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
こ
の
基
議

を
適
用
す
る
こ
し
ζ

で
、
締
約
固
に
よ
る
裁
量
福
の
行
伎
の
実
体
の
審
査
に
は
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
そ
の
符
使
の
仕
方
や
轡
慶
の
当
否
を

判
断
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
裁
判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
主
観
的
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
話
。

E
a色
。
ロ
の
必
要
性
の
審
査

に
お
け
る
こ
の
基
事
の
具
体
的
適
用
は
、
後
に
検
討
す
る
が
、
条
約
の
他
の
権
利
制
約
条
項
で
は
、
七
0
年
代
極
半
以
降
、
合
理
位
以

外
の
他
の
審
杢
拳
準
が
加
わ
っ
て
い
つ
組
の
に
対
し
て
一
亙
条
に
お
い
て
は
、
こ
の
容
量
基
準
の
適
用
が
原
則
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。

ま
ず
、
な
ぜ
合
理
性
が
基
準
と
な
る
の
か
。
こ
れ
は
、

E
d寝
言
語
条
項
の
特
殊
性
に
起
回
訓
す
る
と
思
わ
れ
る
。
条
約
一
五
条
に
関

す
る
判
例
に
お
い
て
、
初
め
て
「
評
価
の
余
地
」
を
明
示
的
仁
用
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
対
イ
ギ
リ
ス
事
件
で
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う

に
定
式
化
し
た
。

"'巻2号置き

「
『
図
の
生
存
』
が
『
公
の
危
険
』
に
よ
句
脅
か
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
範
囲
で
そ
れ
を

一
掃
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
を
決
定
す
る
の
は
、
一
次
的
に
『
困
の
生
存
」
に
直
接
責
任
を
待
つ
各
締
約
固
で
あ
る
。
国
家

当
局
は
、
事
態
の
差
し
迫
っ
た
必
要
性
に
直
接
的
E
9
継
続
的
に
接
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
危
険
の
存
在
亜
び
そ
の
除

去
に
必
要
な
冒

6
5
2
の
性
質
及
び
範
囲
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
国
際
家
相
省
よ
り
も
適
切
に
判
断
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
一

五
条
一
項
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
締
約
固
に
広
汎
な
評
価
の
余
地

Z
E
e
E喜
吉
弘
m
司
E
Z
S
)
を
残
し
て
い
る
可
。

そ
し
て
裁
判
所
の
こ
の
基
本
的
立
場
は
、
後
の

Z
皇
官
お
よ
び
害
白
書
対
イ
ギ
リ
ス
事
惜
匙
喜
対
ト
ル
コ
事
嗣
な

ら
び
に
冒
喜
他
対
ト
ル
コ
事
隔
で
も
、
原
則
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
園
の
生
存
に
対
す
る
固
家
の
直
接
の
責
涯
と
い
う

9
8宣
冨
条
項
の
特
殊
性
に
よ
り
、
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
問

題
に
関
し
て
広
汎
な
教
最
権
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
裁
判
所
は
、
締
約
国
政
府
の
見
解
を
穆
重
し
、
非
常
事
態
仁
対
処
す
る

た
め
に
何
が
適
切
な
措
置
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
自
ら
の
見
解
を
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
飼
う
た
め
に
効
呆
的
な
措
置
を
執
る
こ
と
と
個

人
の
入
植
を
事
重
す
る
こ
と
と
の
聞
に
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
の
に
直
接
責
任
を
負
う
締
約
国
の
見
解
に
取
っ
て
代
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

緯学法戸神



a州入信条約伽略取信条項と「第舗の会他J人相貌判断の銃創を中心に

な
い
の
で
あ
封
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
号
星
怠

S
条
這
で
は
、
裁
判
所
の
審
査
権
の
限
界
は
.
と
り
わ
け
明
白
な
の
で

一闘}

あ
る
。
ま
さ
に
こ
こ
に
お
い
て
、
一
豆
粂
で
は
補
完
性
の
原
則
が
よ
り
い
っ
そ
う
厳
格
に
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ

う
し
て
裁
判
訴
は
‘
原
則
と
し
て
、
締
語
闘
の
執
っ
た
措
置
自
体
に
つ
い
て
は
、
審
牽
で
き
ず
も
っ
ぱ
ら
、
条
約
一
五
条
に
照
ら

し
て
、
非
常
事
態
が
存
在
し
た
と
合
瑳
的
に
み
な
き
れ
る
の
か
、
ま
た
、
国
家
が
合
理
的
な
判
断
を
行
っ
た
の
か
苦
か
、
を
審
査
す
る

』
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
裁
判
所
は
、
合
理
性
の
基
準
に
よ
旬
、
措
置
の
必
要
性
に
関
し
て
、
実
際
ど
の
よ
う
な
審
査
を
行
っ
て
き
た
の
か
。
こ
こ
で

は
、
二

0
年
聞
の
多
数
意
見
の
動
宮
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
裁
判
所
は
、
措
置
の
必
要
性
の
立
庇
責
任
を
空
豆
人
(
餌
)
か
ら
被
告
胃
政
府
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
合
理
性
の
基
準
を
い
っ
そ
う
厳
格
に
適
用
し
よ
う
止
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
固

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
対
イ
ギ
リ
ス
事
件
で
は
、
措
置
の
必
震
在
に
関
し
て
、
被
告
固
イ
ギ
リ
ス
に
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
が
認
め
ら
れ
、

合
理
性
の
基
準
が
緩
や
か
に
適
用
さ
札
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
本
件
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
七
一
年
八
月
九
日
か
ら
七
五
年

三
月
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
裁
剰
な
き
拘
禁
措
置
が

a
a
a
E
S
条
項
に
お
け
る
「
緊
急
性
が
要
求
す
る
厳
密
な
範
囲
」
内

日

で
あ
っ
た
か
否
効
が
争
わ
れ
た
。

裁
判
所
は
ま
ず
、
阿
国
に
お
け
る
危
機
の
重
大
性
を
認
定
し
た
後
た
だ
ち
に
「
超
法
的
措
置
の
発
動
は
公
の
安
全
の
保

一一望

穫
に
厳
に
必
要
な
も
の
と
合
理
的
に
見
な
さ
れ
え
た
と
恩
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
、
措
置
の
合
理
性
の
推
定
を
行
っ
た
。
次
に
裁
判
所

は
、
超
孟
的
な
措
置
が
効
果
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
絶
対
的
に
必
要
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

主
張
に
言
及
同
次
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
斥
け
宅

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
闘
う
た
め
の
最
も
細
心
文
は
得
策
な
政
策
は
何
か
に
関
し
て
、
他
の
者
の
評
価
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
評
価
に
取
っ

て
代
わ
ら
せ
る
こ
と
は
、
裁
判
所
の
任
務
で
は
な
い
。
議
判
所
は
一
九
七
一
年
八
月
九
日
以
降
に
、
同
国
政
府
の
執
っ
た
措
置
の
適



'" 民港2号

こ
う
し
て
、
本
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
色
担

aasの
合
理
性
を
推
一
定
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
主
張
を
斥
け
る
形

で
、
措
置
の
必
要
性
を
認
め
た
。
非
常
事
態
の
重
大
性
と
措
置
の
必
孟
桂
と
の
実
質
的
な
関
連
性
に
つ
い
て
の
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
合
理
性
の
基
準
が
緩
や
か
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
本
判
決
+
+
文
の
-
三
で
も
、
「
一
六
対
一
で
、
色
包
A
Y

E
は
五
条
一
項
の
産
に
お
け
る
事
患
の
緊
急
性
が
要
求
す
る
厳
密
な
範
囲
を
超
え
た
と
立
重
き
れ
な
い
、
と
判
示
す
お

と
い
う
表
現
"
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

wg包
官
お
よ
ぴ
玄
白
書
事
件
で
は
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
の
姿
勢
に
愛
化
が
見
ら
れ
る
。
裁
判
所
は
、
被
告
園
イ

ギ
リ
ス
政
府
に
対
し
て
、
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
を
認
ゐ
な
が
ら
も
、
措
置
の
必
量
性
の
正
当
化
に
腐
し
て
十
分
な
立
証
を
行
v
う

こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

本
件
は
、
条
約
丞
条
三
項
の
含
ヨ
絹
S
S
に
よ
る
最
長
で
七
日
聞
に
及
ぶ
裁
判
な
き
拘
禁
が
厳
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
が
争
点
で

み
っ
た
ロ

a 繰学議戸神

議
判
訴
は
ま
ず
、
テ
ロ
犯
罪
の
訴
追
と
関
連
す
る
特
殊
な
図
鰻
を
忽
起
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
旨
6

官

E
が
非
常
事
録
に
対
す
る
真

一回一

正
な
対
応
で
あ
っ
た
と
認
定
し
た
為
4
え
で
、
さ
ら
に
、
措
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
っ
た
。
ζ
の
占
に
関
し
て
、
申
立
人
は
、

拘
禁
の
延
葺
に
対
す
る
司
法
的
統
制
は
不
可
能
で
あ
旬
、
七
日
間
に
わ
た
る
拘
禁
は
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
主
張
に

布
Z

は
根
拠
が
な
い
、
と
玉
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
反
槍
を
行
っ
た
P

①
テ
ロ
犯
罪
の
訴

追
に
お
い
て
は
、
被
拘
禁
者
や
法
的
援
助
者
に
対
し
て
‘
拘
禁
経
単
震
の
基
礎
と
な
る
情
報
の
開
示
を
防
く
こ
と
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
②
ヨ
モ
ン
ロ
ー
体
系
の
も
と
で
、
テ
ロ
犯
罪
の
訴
追
に
お
い
て
、
拘
禁
期
間
の
延
長
手
続
に
対
す
る
司
法
的
統
制
を
導
入
す
る
こ



宣

と
は
、
司
法
府
の
独
立
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
@

こ
の
よ
う
な
当
事
者
の
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
翠
幽
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
主
張
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
た
。

①
拘
禁
期
閣
の
延
長
手
続
に
対
す
る
司
法
面
統
制
の
導
入
は
、
そ
れ
自
体
で
必
然
的
に
、
条
約
五
条
一
二
項
と
合
致
す
る
状
視
を
生
み
出

す
わ
け
で
は
な
時
。
量
判
所
の
雪
面
役
割
を
想
起
す
る
と
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
さ
色
、
司
法
府
の
規
模
が
小
さ
く
、
テ
ロ
リ

ス
ト
の
攻
撃
を
受
け
や
す
い
場
合
、
司
法
府
の
独
立
に
対
す
る
公
の
償
額
は
政
府
に
よ
っ
て
震
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る

き

こ
と
は
浬
解
で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、
裁
判
所
は
、
「
当
時
の
状
況
に
お
け
る
司
法
的
統
制
の
排
除
の
決
定
に
関
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政

望

也
市
が
自
麗
の
評
価
の
余
地
を
越
え
た
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
・
本
件
で
は
、
裁
判
長
川
は
イ
ギ
リ

ス
政
府
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
正
当
化
事
由
を
審
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
国
の

9
8唱
雪
旨
の
有
効
性
を
寵
め
た
。
一
ア
ロ
犯
罪
の

訴
追
に
特
有
の
困
難
と
そ
の
必
要
壷
に
つ
い
て
、
実
質
的
な
関
連
が
あ
る
の
か
が
審
蚕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
合
理
性
の
基
撃
の
適
用
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
訴
の
姿
努
の
変
化
が
生
じ
た
の
か
。
こ
れ
は
、

E
d
m
E
S

の
発
動
の
対
象
と
な
る
こ
と
の
多
か
っ
た
条
約
五
条
に
限
っ
て
言
え
ば
、
身
体
に
つ
い
て
の
聾
利
の
重
要
性

h
¥
法
の
支
配
を
受
け
な

い
拘
線
網
聞
に
閲
す
る
開
条
三
項
の
迅
速
性
の
要
件
の
客
観
的
基
忌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恩

わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
五
条
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
特
に
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
懇
起
す
べ
き
で
あ
る
。
八
八
年
の
則
自
前
自
他
対

イ
ギ
リ
ス
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
(
五
条
ー
ム
掌
者
)
は
、
基
本
的
人
権
、
す
な
わ
ち
、
個
人
の
自
由
仁
対
す
る
繍
桶
へ
の
国
家
の
窓
意
的
介
入
か
ら
の
個
人

の
保
誌
を
包
め
て
い
る
。
個
人
の
自
由
に
対
す
る
権
利
へ
の
行
政
府
の
介
入
に
対
す
る
司
法
的
統
制
は
、
五
条
士
一
語
で
具
体
化
さ
れ
て

い
る
保
障
の
不
可
欠
な
特
穣
で
あ
り
こ
れ
は
、
懇
意
性
の
危
険
を
最
小
な
も
の
に
す
る
こ
と
を

g
的
と
す
る
。
司
法
的
統
制
は
、
法

の
支
配
の
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
の
支
配
は
、
『
民
主
社
会
の
基
本
原
理
の
一
つ
で
あ
り
、

室

『
条
約
全
体
は
そ
こ
か
ら
発
忽
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
』
」
。

欧州入植条約加苅削個条項と「評価の余地J一入植歳判所の貌酬を中心にm 

及
さ
れ
」
、
ま
た
、

条
約
の
前
文
で
明
示
的
に
宵



"‘ 
そ
の
弓
え
で
、
間
判
決
で
は
最
短
で
も
西
日
と
六
時
間
に
及
ぶ
拘
禁
が
豆
条
三
項
に
途
置
す
る
と
型
不
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
判
決
の
結
果
、
品
質
量
管

E
に
よ
る
四
日
聞
を
遊
え
る
裁
判
な
き
拘
禁
を
正
当
化
す
る
に
は
、
被
告
菌
政
府
が
そ
の
盆
要
性
に
つ
い

て
の
十
分
な
理
由
を
述
ぺ
る
こ
と
が
求
ゐ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
含
忌
Z
Z
S
の
対
象
と
な
る
権
利
の
佐
賀
な
ど
が
関

連
要
素
と
し
て
、
必
要
性
の
響
牽
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
回
旨
旦
官
お
よ
び
再
岡
弘
常
事
件
で
訟
判
所
も
、
上

述
の
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
の
告
主
の
後
、
次
の
よ
う
に
途
べ
て
い
る
。

(
裁
判
所
の
-
Fう
「
歌
州
の
統
制
」
を
行
、
つ
に
あ
た
っ
て
J

「
裁
判
所
は
、
色
男
必
邑
富
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
権
利
の
性
質
、

毒
事
般
に
至
つ
た
事
情
並
ぴ
に
そ
の
期
間
左
い
っ
た
よ
う
な
関
連
す
る
要
素
を
適
切
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

7

そ
し
て
さ
ら
に
最
近
の
除
草
事
件
や

O
S町
他
事
件
で
は
、
ト
ル
コ
政
府
当
局
に
よ
る
拘
禁
措
置
の
濫
鳳
が
一
見
明
白
で
あ

り
、
同
屈
が
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
脱
得
力
の
あ
る
理
由
を
越
ぺ
な
か
っ
た
と
し
て
象
判
所
(
裁
判
部
)
は
、
初
め
て
、
締
約
固

に
よ
る
含

Z
E
Oロ
の
発
動
の
有
効
性
を
ま
ず
ほ
ぽ
全
員
一
致
胃
、
五
条
三
項
違
反
を
認
定
し
宅

〉

E
q事
件
で
は
、
被
告
冨
ト
ル
コ
政
府
は
、
申
立
人
の
逮
捕
が
園
内
法
に
従
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ト
ル
コ
南
東
部
お
け
る
咽
買

に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
規
模
が
重
大
で
あ
り
、
テ
ロ
犯
罪
の
捜
孟
が
園
陸
揮
で
あ
る
、
と
主
張
し
臼
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
訴
は
、
条

約
宜
条
の
重
要
性
を
想
起
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
。
①
ト
ル
コ
南
東
部
に
お
け
る

テ
ロ
活
動
の
重
大
佐
や
テ
ロ
犯
罪
の
特
殊
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、
拘
議
は
一
四
日
間
と
非
常
に
長
く
申
立
人
は
、
身
体
の
自
由
に
つ

い
て
の
権
利
に
対
す
る
懇
意
的
介
入
だ
け
で
な
く
拷
閥
ま
で
も
受
け
皐
す
く
な
っ
て
い
た
。
⑦
議
管
ト
ル
コ
政
府
は
、
テ
ロ
活
動
仁

対
す
る
闘
争
に
お
い
て
、
司
法
的
統
制
の
導
入
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
じ
つ
い
て
、
詳
細
な
理
闘
を
挙
げ
な
か
っ
一
問
。

さ
ら
に
、
宮
島
他
事
件
で
は
、
ト
ル
コ
政
府
は
、
テ
ロ
犯

を
拍
強
溜
詞
し
た
。
す
な
わ
ち
、
岡
閏
政
府
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
は
、
三
人
の
申
立
入
を
含
む
約
-
一
一
五
人
の
容
疑
者
の
逮
捕
が
、
徹
底
し
た

注
意
深
い
纏
査
を
必
要
と
し
、
司
法
的
統
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
捜
査
を
長
期
化
き
せ
た
・
ま
た
、
国
家
治
安
裁
判
所
に
よ
る
事

関.，号臨繕学法声神



事

立
人
の
容
疑
の
迫
震
に
よ
っ
て
、
起
訴
が
十
分
な
根
拠
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
、
と
主
聾
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

欧州人権条約蜘甲帥条項とf静価F余地上人権制酬の縫献を恥心に

裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
旬
、
こ
の
よ
う
一
な
主
張
を
斥
け
た
。
①
一
六
百
以
よ
の
長
期
間
の
紛
然
に
つ
い
て
、
テ
ロ
犯
罪
捜

査
の
困
難
や
取
調
べ
を
受
け
た
者
の
数
に
一
般
的
に
言
及
す
る
の
は
、
司
法
的
統
制
が
な
さ
れ
な
い
「
徹
底
し
た
注
意
深
い
複
査
」
の

十
分
な
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
母
国
家
治
安
裁
判
型
所
に
よ
る
最
終
的
な
容
疑
の
追
認
は
、
起
訴
が
十
分
な
根
拠
に
基
づ
く
こ
と
に
な
り

基

え
て
も
、
そ
れ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
事
件
で
は
、
被
告
固
ト
ル
コ
当
局
は
、

一
四
日
間
戸

E
q事
件
)
ま

F
d
-
六
日
間
も
し
く
は

日
間
(
白
星
員
他
事
件
)
に
わ
た
る
申
立
人
の
拘
禁
の
必
要
性
に
つ
い
亡
、
十
分
な
立
証
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
談
判
所
は
、
そ

a-

の
こ
と
に
「
納
得
し
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
図
弓
前
面
他
対
イ
ギ
リ
ス
事
件
で
の
囚
日
と
六
時
間
を
基
準
と
す
れ
ば
、
ト
ル
コ
政
府
の

こ
の
よ
う
な
措
置
は
色
陵

d
m
E
S条
項
の
明
白
な
濫
用
で
あ
り
、
岡
囲
の
「
広
汎
な
評
価
の
余
匁
」
を
越
え
て
お
り
、
よ
っ
て
五

条
三
一
項
に
途
買
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
、
p
k
g
q
事
件
お
よ
び
U
ヨ
骨
他
事
件
に
必
い
て
は
、
「
裁
判
訴
の
見
解
は
、
締
約
国
の
そ

れ
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
補
完
性
の
原
則
は
、
想
起
さ
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
粂
約
の
色
智
d

喝
容
量
条
項
明
、
は
、
冨
の
生
存
に
対
す
る
国
家
の
責
任
と
い
う
特
殊
性
か
ら
.
非
常
事
態
の
存
否
や

錆
置
の
必
要
性
に
関
し
て
、
締
約
国
仁
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
M
V
廿
与
さ
れ
、
補
完
性
の
原
則
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ

て
、
裁
判
所
の
統
制
は
制
限
を
受
け
る
白
こ
れ
が
、
今
日
ま
で
裁
判
所
に
よ
ワ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。

f吉

し
、
措
置
の
必
要
性
の
審
査
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
五
条
主
項
で
は
被
告
E
政
府
が
措
置
の
必
要
性
の
+
分
な
理
由
を
裁
判
所
に
述

ぺ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
性
の
基
準
の
厳
格
な
適
用
を
志
向
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
被
告
国
政
府
が
十
分

な
理
由
を
述
ぺ
な
か
っ
た
暢
合
、
補
完
性
の
原
則
は
適
用
さ
れ
る
と
と
な
く
条
約
違
買
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

m 
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条
約
一

O
条
の
表
現
の
自
由
等
に
閲
す
る
七
九
年
の
サ
ン
デ
ー
タ
イ
ム
ズ
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ

ー
「
毅
判
断
の
監
視
は
被
告
困
が
そ
の
殺
量
を
合
理
的
に
注
意
様
く
、
且
つ
誠
実
広
行
使
し
た
か
否
か
を
確
か
め
る
こ
と
に

儀
下
旬
れ
る
わ
け
で
は
な
い
@
そ
の
よ
う
に
行
勧
す
る
締
約
固
で
さ
え
、
白
周
囲
の
行
動
ど
粂
豹
で
請
け
負
っ
た
誓
約
と
の
両
立
性
に

関
し
て
依
然
と
し
て
、
裁
判
所
の
税
制
に
服
す
る
」

a
r
o
同

r
E
B
q
吋

S
2
-
E百
EEEF
包言、
6

2
脅
迫
一
宮

g

一
O
条
ニ
項
の
制
約
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
司
法
の
権
威
」
の
維
持
は
「
客
観
的
な
概
念
」
と
判
示

也

髭

問
M

出

』
れ
に
基
づ
い
て
本
件
で
は

「
民
主
社
舎
に
お
い
て
必
里
と
い
う
文
言
の
解
釈
に
よ
旬
、
権
利
の
制
約
目
的
と
制
約
手
段
ど
の
均
衡
左
い
う
均
衡
位
(
司
自
γ

冒

a
E
E
E〕
の
基
準
が
新
た
に
適
周
さ
札
、
イ
ギ
リ
ス
の
一

O
条
二
項
違
E
が
認
定
さ
れ
た
。
よ
述
の
白
露
呈
守
巴
惨
事
件
で
は
、
裁
判

所
は
、
こ
の
基
準
に
言
及
は
し
な
が
ら
も
、
制
約
目
的
で
あ
る
「
造
語
の
保
護
」
に
関
し
て
、

さ
れ

「
道
徳
じ
の
統
一
的
な
欧
州
の
観
念
を
見

出
し
が
た
い
と
し
て
}
実
際
の
審
査
で
は
、
こ
の
基
準
を
適
用
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
実

g号
司
判
事
は
、
多
〆
数
意
足

を
批
判
し
が
z
m
g
容
量
習
寄

z
a
g禽
F
B雪、
g
E
S
E
P
E回

a
l也
記

事

NNINω
切

8
R“お
8
5
8
0
2
z邑
習
室
FErn

-
m
g
a
E
a
T
ω
倶

宅

総

t
a
新
た
な
審
査
基
準
が
加
わ
り
「
評
価
の
余
地
」
の
適
用
が
他
の
権
利
制
約
延
項
ヘ
抵
大
さ
れ
て

い
〈
進
一
裡
に
つ
い
て
は
、
別
途
検
討
し
た
い
。
な
お
骨
ン
デ
タ
イ
ム
ズ
事
件
判
決
に
つ
い
て
は
、
北
村
「
前
鍋
論
文
」
(
註
三
一
)

七
八
八
一
、
九
O
頁
、
多
属
。

戸
五
条
の
審
査
権
の
基
準
が
合
理
慢
で
あ
る
ζ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
均
衡
援
の
意
味
を
広
く
捉
え
て
、

es宣
E
条
項

で
も
均
衡
伎
の
基
懲
が
適
用
さ
れ
る
と
い
ヲ
見
解
も
あ
る

J
S
噌

S
U
E
-
F
Z
O
』
出
費
量
国
a
g
s
q
s
a
z
a富
島
、

昔

E
送
、
富
泊

P
E当
5
u
s
s
R号
Z
M
E明
言
(
冨
笹
吉
野
:
存
品

E
3
3
q
S
A
3
B
S
E
w
a
a事
皇
居
育
委
脅

E
Z
M白書

他
方
で
、



欧州人権条約'"可同開条項>r評価の余地J一人権裁釈所の統制を中U!こm 

i
z
E
 

59 

言
常
事
九
台
晋
門
戸
内
音
声
官

EEF
句
号
、
“
き
曾
凶
宮
包

FMOQ
冥

電

話

l
司
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
骨
包
官

EM
条
項
の
特
殊

性
に
初
め
て
本
緒
的
に
言
及
し
た
の
は
垣
島
骨
宵
卿
で
あ
っ
た
。
同
卿
は
、
人
権
委
員
会
委
員
長
と
し
て
六

Z
Z
E
Z喜
az事
件

「
こ
の
童
話
(
「
評
価
の
余
地
」

l
筆
者
)
の
背
後
に
あ
る
考
え
は
、
一
五
条
が
、

(
本
業
)
の
審
理
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

そ
れ
の
扱
下
か
な
り
特
殊
な
事
項
L
C
の
関
連
に
お
い
て
閉
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ぞ
れ
は
、
戦

争
ま
た
は
園
の
生
存
を
脅
か
す
非
常
事
愈
に
お
い
て
法
な
ら
び
に
秩
序
を
維
持
す
る
政
府
の
責
任
で
あ
る
」
。

ω
8

2 

ω 

5

E

E

E

-

-

匂
冨
語
肴
誼

S
A
宮
正
亨
豆
町
匂
旦
匂
提
盟
司
馬

F皇唱
gE
自
冒

wp
宮

E
お

認

可

F
S

b

雪

ε
-
E唱
=gp
垣善

E
g
e
Mぶ
寝

E

a
箆
】
唱
お
包

b
s色、
S
札
。
事
ミ
句
回
安
材
吾
首

Hr員
電
還
問
旨
凶
ゐ
冨
認
会

旬
、
宮
星
雲

s
h
量。句、寄

z
a
E
E
F
Zミ
6

き
藷
笥
胃

S
F
S
箆
事
望
ア

r拘色
一

g
Z舌
色
"
管
内

N
R
E荷
量

2FzeE

き
お
国
司

mHdr
ど
が
混
同

vse
包
含

a
a色
。
号
、
吋
』
ga偏ヨ
SF包
eB】
FE冒

5
r
Z
P
A
S
契
噂

Nω

言
E

P
苦
肉
、
一

R
E右
足
量
是
認

z
g
N
P頃
E
邑
寸
毘
唱
蒜

61 62 63 64 65 

国

z
p
官
民

drM-u
民

咽

巴

E

P

E

E

;

P

R

 

Z
1
2
3悶

66 67 
) 
68 
) 

F 

e足9

凶

E
i
s
s
A
誉
回
、
幸
吉
者
亘
書
F
皇、
;
E
u
p
冒

F

2

3

2

E
ι
E
f
t
-
u
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P
E
r
-
s「
芯
民
事
凶

ωJ忠

E
4
E
旨

3

2

Z

E

s

t

注

目

FE
冒

自

き

隠

司

法

72 73 74 

な
お
主
文
で
は
、
二
-
一
対
四
で
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
骨
包
宮
雪
国
条
頑
の
発
動
の
有
効
性
を
認
め

た。

mg
ヨ
&
「
晶
子
噂
訟
も
っ
と
も
、
事

az判
事
、

d
Z笹
判
事
、
宮
玄
ω濯
『
判
事
お
よ
び
玄
易
量
d
w
判
事
は
、
各
々
の
反
対
意
見

に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
説
得
力
の
あ
る
論
拠
を
挙
げ
て
い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
切

8
g
R毘
E
四

S
証
言
。
高
句
包
駕
言
書
P

75 

国
EF
宅
合
ふ

u
-
g
S邑
コ
旬
。
宣
言

S
。
ご

EA嘗
垣
島
E
F
E
3
a
T
S
O
F
5三
吉
田

2
5
2
a
H
Z企
官
官
室

a
R

H玄
a
r
-
-
e
g
a
g
E
"
。ヨ

EEEa
祖
国
民
向
百
害

E
E事
同
一

zaFS
苓

?
?
a

切

3asse凡
2
r
a
b
A宮
SF
句吾、

az--u凶
百
戸
協
民
事
凶

NF

切
3
3
3
宣
言
E
Z
E
a
E
F
検事

E

E
出一

E
F
3
3
F
U
P
こ
の
表
現
は
、
実
塁
率
俳
や

E
国
王
『
他
事
件
で
も

そ
の
ま
ま
引
用
さ
礼
て
い
る

omg
晶
君
ミ
同
豆
官

g
p
s
u
a
き
お
芦
旬
開
国

F
S
民
唱

M
M
g
g塁、
e
&
。
苦

a
z
a官
BF
号

7ち77 

、
ヨ
君
詩
句
ゐ
「
ヨ

5
3

い
ず
れ
の
事
件
も
、
九
人
の
判
事
か
ら
成
る
裁
制
部
に
よ
っ
て
判
決
が
下
さ
れ
た
が
、
〉
官
。
略
事
件
で
は
、
ト
ル
コ
の

E-azz判
事

が
反
対
し
た

e岡
判
事
は
、
申
立
人
が
国
内
的
救
済
手
段
を
完

7
し
て
い
な
い
、
と
い
う
反
対
意
見
を
述
ぺ
た
。

ω
S
E露
呈
回
開
。
ヨ
甲

E
a
z
a問
。
。
害
暴
露
間

E
-
苦

悩

3
I
S
F邑
立
昭
事
件
で
は
金
貝
一
致
で
、
ト
ル
コ
の
五
条
三
蚕
違
置
が
認
定
さ
れ
た
。

τ8 

与

Z
S
-
2
8諺
SFEa司
B
E
e
訟
イ
官

E
三

samvNωm-

79 

国守主
r
官
自
F

討
民
唱
防
組
n
M

思
芳
、

S
札
。
署
ミ

HE寝
苦
S
F

長
唄
ヨ
ヨ
き
g
包

官

担

当

80 81 

E
ι
E
P
;
 



" 
、
苦

a
E布
団
ぬ
邑

F
割
選
盗
塁
制
法
宮
口

p
g
a
ヲ
ωω
宏
匂
草
寺

sa情
。
苦
ミ
』
F
E
a肩
2
F
助長替、

a
吉
信
望
宮

E
包

欧間人権条約島町喝血m条項と「評価旬余地J一人循歳判断の続制を中心に路i

戴
判
断
の
統
制
の
基
本
的
性
格

以
上
の
倹
肘
か
ら
、
園
の
生
存
に
対
す
る
隠
家
の
責
任
と
い
う
条
約
二
五
条
の
特
殊
性
に
よ
り
、
締
約
固
に
「
広
況
な
評
価
の
余
地
」

が
付
与
き
れ
、
合
理
性
の
基
準
に
よ
る
裁
判
所
の
補
完
的
な
統
制
は
、
品
開
呂
偏
邑
ヨ
条
項
で
は
い
っ
そ
‘
一
ヲ
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
玄
条
に
対
す
る
裁
判
所
の
統
制
は
、
河

did--司
教
授
の
曹
つ
よ
う
に
、
「
最
小
限
の
統
制
斗

と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
続
制
の
実
体
は
、
最
低
限
の
「
潅
用
の
抑
止
」
で
あ

る
よ
う
に
恩
わ
れ
討
。
し
か
し
、
締
約
国
の
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
に
よ
る
裁
判
所
の
補
完
的
統
制
は
、
不
明
確
な
審
査
し
乙
な
ら
ざ

き

る
を
え
ず
裁
判
所
は
人
権
保
障
の
実
効
的
な
続
制
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
重
大
な
問
題
を
生
巳
発
せ
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
関
し
て
、
荷
停
匂
玄
給
品
S
匙
弘
元
判
事
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
よ
う
一
な
裁
判
所
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
締
約
国
政
府
の
側
か
ら
事
態

画一

を
見
ざ
る
を
え
ず
、
必
要
以
上
に
制
限
的
で
あ
る
と
批
創
刊
さ
れ
る
。
ま
た
裁
判
所
の
中
で
も
、
措
置
の
必
要
性
に
関
す
る
柿
約
国
の

「
広
汎
な
評
価
の
余
心
地
」
を
批
判
す
る
判
挙
も
い
る
。
国

E
旨
宮
田
お
よ
ぴ
再
回
同
丘
町
事
件
に
お
い
て
、
塁
宣
言
"
判
事
は
、
個
別
意
見

の
中
で
、
中
東
欧
諸
国
の
欧
州
審
鰻
会
加
入
仁
よ
る
状
況
の
変
化
や
拘
畿
の
延
長
に
対
す
る
司
法
審
査
の
亘
要
性
の
増
加
を
理
由
に

一E
一

し
て
、
締
約
国
の
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
が
も
は
や
亙
当
化
き
れ
な
い
、
と
述
ぺ
る
ロ
し
か
し
、
先
に
見
た
ょ
っ
に
、
九
0
年
代
に

入
っ
て
、
裁
判
記
聞
は
、
被
告
国
政
府
仁
対
し
て
、
措
置
の
必
要
性
に
関
す
る
十
分
な
理
由
を
述
べ
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
条
約
虐
置
を
認
定
ず
る
こ
と
で
、
涯
用
に
対
す
る
歯
止
め
と
し
て
の
統
制
の
実
効
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

九
八
年
の
冒
豆
町
他
対
ト
ル
コ
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
(
裁
判
部
)
が
ト
ル
コ
南
東
部
に
お
け
る
非
常
事
態
の
存
在
を
認
定
し

テ
ロ
犯
罪
の
捜
査
の
特
殊
な
問
題
、
す
な
わ
ち
、

a
a
a
E
S条
項
の
特
殊
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
は

こ
の
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

3 
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同士
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重量
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呂主
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EE 
22を

T事
免 tt

f望
号拘
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意拘

手手

li 
2号

'"巻2号

こ
の
判
長
の
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
い
わ
け
で
は
な
い
ロ
締
約
国
に
よ
る
条
約
基
準
の
濫
用
に
対
し
て
、
「
最
小
限
の
統
制
」
を
及

ぼ
そ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
的
に
個
人
の
権
利
保
警
は
治
ろ
う
と
す
る
裁
判
所
の
姿
勢
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
裁
判
所
は
「
最
小
限
の
統
制
」
の
実
効
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
よ
う
し
乙
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、

条
約
五
条
で
は
、
政
府
当
局
に
よ
る
拘
禁
の
権
能
の
置
用
に
対
し
て
、
園
内
に
お
い
て
十
分
で
実
効
的
な
保
障
措
置
が
存
在
す
る
こ
と

が
塞
要
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
回
自
己
亘
哲
旬
お
よ
び
冨

E房
付
事
件
で
は
裁
判
所
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
人
身
保

護
令
状
に
よ
る
救
済
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
四
八
時
間
後
の
事
務
弁
擾
士

(
E
E
E己
と
の
協
議
棒
、
親
族
や
友
人
へ
の
拘
禁
の
通
知

権
、
医
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
と
い
っ
た
被
拘
禁
者
の
務
権
利
、
な
ら
び
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止
面
の
独
立
し
た
定
期
的
な
審
査
の
存
在

を
実
効
的
な
保
障
措
置
と
認
め
品
川
。
し
か
し

E
E事
作
な
ら
ぴ
に

F
E他
事
件
で
は
、
我
判
訴
は
、
ト
ル
コ
に
h

お
い
て
、
法
律

家
医
者
、
親
族
ま
た
は
友
人
へ
の
被
拘
禁
者
の
ア
ク
セ
ス
が
拒
否
さ
れ
ま
た
、
拘
禁
の
適
吾
性
を
審
査
す
る
た
め
に
被
拘
殺
者
が
面一

法
廷
に
引
致
さ
れ
る
現
実
的
な
可
制
鵬
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
て
十
分
で
実
効
的
な
保
障
措
置
が
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
判
示
し
わ
。

こ
の
よ
う
に
、
条
約
の
骨
ヨ
包
包
百
条
項
に
お
い
て
、
締
約
園
の
濫
用
に
対
す
る
裁
判
所
の
「
最
小
限
の
統
制
」
の
実
括
性
を
確
保

す
る
に
は
園
内
に
お
け
る
+
分
で
実
効
的
な
保
障
措
置
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味

で
条
約
基
尋
の
囲
内
法
ン
ス
テ
ム
に
お
け
る
実
施
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
忍
わ
れ
る
。
裁
判
訴
の
統
制
の
実
効
性
の
確
保
と
い
う
点

か
ら
も
、
補
完
性
の
原
則
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
阿
判
事
に
よ
れ
ば
一
五
条
一
項
の
「
事
態
の
緊
急
性
が
要
求
す
る
厳
密
な
範
図
」
と
い
う
文
首
は
条
約
八
二
条
第

二
項
の
「
民
主
社
会
に
お
い
て
必
要
」
と
い
っ
文
書
よ
旬
も
締
密
な
春
蚕
を
求
め
て
い
る
L

と
さ
れ
る
。

ω
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S
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量
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冒
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対

1
3ま
た
、
こ
の
よ
う
一
な
解
釈
に
基
づ
い
て
、
一
五
条

一
項
か
ら
、
均
衡
性
の
基
単
を
引
き
出
す
論
者
も
い
る
。

ω
S
E要
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n
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官
包
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仏
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司
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匡
官
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目
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6
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S
E
法

EMF
企

hwS急
宮
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z
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豆
電
ヨ

g
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a
官
自
信
ふ
凶
良
沼
洩

lua
さ
ら
に
、
多
J

数
意
見
は
条
約
二
十
条
違
置

が
容
を
し
な
い
と
判
芽
し
た
が

Z
S
E
判
事
や
毛
色
吾
判
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
反
対
意
見
に
お
い
て
、
本
件
で
は
人
身
保
護
令
状
が

実
効
的
な
敷
演
で
は
な
い
L
C
し
て
、
二
=
条
違
買
を
主
張
し
た
。
彦
容
量
判
事
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
四
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
拘
祭

の
延
長
に
闘
す
る
人
身
保
護
令
状
は
、
勢
判
所
の
判
例
法
に
照
ら
せ
ば
、
実
効
的
で
な
い
こ
と
は
耐
明
ら
か
で
あ
り
ま
た
、

4
5島
昔
判
事
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に
よ
れ
ば
、
司
令
状
は
、
国
内
法
違
反
に
対
し
て
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
条
約
違
置
に
対
す
る
実
効
討
会
教
務
手
段
で
は
な
い
と
さ

れ
る
。
明

a
g
m穂
署

a
o宮
邑

s
a
v是
清
樗
昆
F
国
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唱
ま
冒
色
盟
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o
Z
E
E
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a
z
e
o
d
z
p
号

ヂ

富

田

玄

R

00 
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噌

s き
昌
同
正
問
問
自
EF
検
番
目
副
書
誌
「
宮
沼
恒
f

伺
い
ん
玄
箆
宅

N
M
g
t
m
-
Pヨミ
S
A
O事
SHEam富
田
F
E宮
必
固

auuゐ
習

g
u
a

u斗
き
ら
に
、
冒
ヨ
町
他
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、
法
医
榛
セ
ン
タ
ー
で
の
診
察
や
申
立
人
の
弁
護
士
の
不
服
申
立
梅
富
実
効
的
な
保

府巻2号

障
と
は
認
定
し
な
か
っ

P
E
E
F
E
U
夢

詑

お
わ
り
に

繕学

欧
州
人
権
条
約
の
実
施
過
程
に
お
い
て
、
裁
判
訴
は
、
締
約
固
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
制
約
に
関
し
て
、
「
評
価
の
余
地
」
を
導
入

し
、
補
完
位
の
原
則
に
基
づ
く
審
蓋
を
行
っ
て
き
た
。
条
約
一
五
条
に
関
す
る
哉
判
所
の
判
例
に
お
い
て
は
酒
の
生
存
に
対
す
る
国

家
の
責
任
と
い
う

e
g凶
邑

B
条
項
の
特
殊
性
に
よ
り
非
常
事
態
の
存
香
や
執
る
べ
き
措
置
の
必
要
性
の
刺
断
に
つ
い
て
は
、
締
約

固
に
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
が
従
来
か
ら
与
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
条
で
は
、
「
評
価
の
余
地
」
の
基
本
原
則
で
あ

る
人
権
裁
判
所
の
事
後
的
で
補
完
的
な
統
制
は
、
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
、
こ
れ
は
、
九
0
年
代
に
入
っ
て
も
原
則
的
に
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
知
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
左
を
人
権
裁
判
所
の
「
最
小
限
の
統
制
」
と
呼
ん
だ
。
他
方
九
0
年
代
に
入

っ
て
、
裁
判
所
は
、
五
条
に
関
し
て
、
措
置
の
必
要
性
に
関
す
る
立
証
責
住
を
締
約
国
政
府
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
合
理
性
の
基
逗

を
厳
語
に
適
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
被
告
国
政
府
に
よ
る
濫
周
が
一
見
明
白
で
あ
り
説
得
カ
の
あ
る
一
理
由
が
述
ぺ
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
裁
判
所
は
締
約
層
の
条
約
違
買
を
認
定
す
る
こ
と
で
種
用
に
対
す
る
歯
止
め
と
し
て
の
統
制
を
行
い
、
個
人
の
権
利
保
護

法戸神



欧州入植条姉御甲血条項と「穿価の余先制人権費量判所の統制をゆ心にー

の
実
効
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
巴
ま
た
、
こ
の
よ
う
一
な
続
制
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
圏
内
法
上
、
濫

用
に
対
す
る
十
分
で
実
動
的
な
保
障
措
置
の
存
在
が
肝
要
で
あ
る
。
条
約
基
準
の
圏
内
法
に
お
け
る
実
施
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
官
6

官
雪
国
条
項
で
は
、
締
約
国
は
、
措
置
の
必
要
性
に
闘
し
て
「
広
汎
な
評
価
の
余
地
」
を
有
す
る
が
他

方
で
、
裁
判
所
は
、
玄
条
三
一
環
に
関
し
て
合
理
性
の
基
準
を
厳
格
に
適
用
し
な
が
ら
、
一
貫
し
た
司
法
的
統
制
を
行
っ
て
い
る
、
と
結

論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
後
、
欧
州
話
回
に
お
け
る
菌
室
緊
急
梅
を
議
歯
す
る
に
あ
た
り
、
裁
判
所
の
こ
の
よ
う
一
な

哩
行
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

邸

と
こ
ろ
で
、
七
U
年
代
末
以
降
、
他
の
権
利
規
定
で
は
、
締
約
国
の
「
評
価
の
余
地
」
が
狭
め
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
一
な
傾
向
と
裁
判
所
に
よ
る
椅
-
完
釣
統
制
は
調
和
し
う
る
の
か
、
街
和
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う

大
き
な
問
題
が
そ
こ
で
も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
条
約
機
関
の
実
行
に
お
け
る
「
評
価
の
余
地
」

の
他
の
権
利
制
約
規
定
へ
の
適
用
拡
大
過
程
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
々
の
権
利
や
制
約
事
自
の
固
有
の
性
格
か
ら
、
「
評

価
の
余
地
」
に
新
た
な
審
釜
基
準
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
旬
楢
完
性
の
原
則
に
基
づ
く
裁
判
訴
の
事
後
的
統
航
が
ど
の
よ
う
に
し
て
な

さ
れ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
磁
の
も
と
で
、
今
後
は
「
民
主
社
会
に
お
い
て
必
要
」
で
あ
る
場
合
に
制
約
が
認
め
ら
れ
て
い

る
条
約
八
条
か
ら
一
一
条
の
諸
権
利
や
「
公
益
」
に
よ
る
制
約
が
な
さ
れ
う
る
第
一
議
定
書
一
条
の
財
産
権
を
検
討
の
対
象
と
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
権
利
の
制
約
に
対
す
る
訟
判
訴
の
統
制
に
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、
最
近
で
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
序
の
憲

法
的
文
書
」
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富
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S
E
e
E骨
宮
町
宮
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2
E
)

一
国
型
一

と
ま
で
性
格
づ
け
ら
れ
る
条
約
の
実
施
シ
ス
テ
ム
の
基
本
原
則
で
あ
る
「
集
団
的
保
障
」
の
実
体
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
恩
号
。
そ

の
意
味
で
、
本
稿
は
、
「
評
価
の
余
地
」
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
。



出関.，号能維学箆芦神

91 

E
g
a
g
a
-
E
S冨
5
h
-
6
2
坦
賢
官

M
F
耳
目
吋

W
R
咽

N
吋

(
一
一

0
0
0
年
三
月
)


